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はじめに 

 

 

 

近年では、家族のあり方やライフスタイルの変化等により、市民の健康を取り巻く環境

も変化しています。朝食を食べない、運動習慣がないなど、望ましい生活習慣を獲得でき

ていない人が多く、働き盛り世代や子どもたちへの健康づくりへの取り組みが重視されて

います。 

掛川市は、「報徳の精神」「生涯学習の理念」が根付く高い市民力を基盤として、様々な

施策を、市民や企業とともに進める「協働によるまちづくり」により推進しております。

そうした理念を活かして、本計画も、家庭、職場、地域ぐるみで、健康づくりを推進して

いくものといたしました。 

また、平成 27 年度から「かけがわ生涯お達者市民推進プロジェクト」に取り組んでま

いりました。今回、健康増進計画と食育推進計画を見直すにあたり、計画の名称を「かけ

がわ生涯お達者市民推進プラン」とし、「人生 100 年時代」を健康に過ごせるように、健

康増進の８分野、食育推進の５項目について、多方面から対策を立てております。掛川市

民の健康寿命を延伸するために、「食事」「運動」「健診」「社会参加」を市民に呼びかける

とともに、「家庭」「職場」「地域」の健康づくりの環境を整え、「みんなの健康はみんなで

守る」ことができるよう、市民の皆様と一緒に進めてまいります。 

結びに、本計画を策定するにあたり、御尽力を賜りました計画策定委員会委員の皆様、

アンケートに御協力いただいた市民及び市内企業の皆様に心からお礼申し上げます。 

 

 

 

平成３０年３月 

 

 

掛川市長 松井三郎 
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序章 計画策定の趣旨 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽  1  ∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 １ 計画について  

 

（１）計画策定の背景と趣旨 
 

近年、生活環境の改善や医学の進歩などにより、平均寿命は飛躍的に延伸し、長寿社会が到来

しています。一方で、様々な社会環境による生活習慣の変化に伴い、がん、脳卒中、心臓病、糖

尿病等のいわゆる「生活習慣病」の増加とともに、近年では急速に進む高齢化により認知症や寝

たきり等の要介護状態等になる人々も増加し、社会保障費の増加が深刻な社会問題となっていま

す。このような背景を受け、国においては、「ヘルスプロモーション※」の考え方を取り入れた

「21世紀における国民健康づくり運動」（『健康日本21』）が平成12年に策定され、疾病の早期

発見・早期治療を中心とする「二次予防」に留まることなく、生活習慣を改善し、生活習慣病の

発病を予防する「一次予防」に重点をおいた健康施策へと転換が図られました。平成24年7月に

は『健康日本21』が「21世紀における第２次国民健康づくり運動（『健康日本21（第２次）』）」

として改正され、引き続き生活習慣病の「一次予防」に重点をおくとともに、合併症の発症や症

状進展などの重症化予防を重視した取り組みを推進するための基本的な方向が示されました。 

また、健康の基本である食べることに対する取り組みでは、国民が生涯にわたって健全な心身

を培い豊かな人間性を育むことを目的として、平成17年６月に食育基本法が制定されるとともに、

国民の食育を推進するための指針として「食育推進基本計画」が策定されました。また、平成28

年には「第３次食育推進基本計画」が策定され、子どもから高齢者までの生涯を通じた食育の取

り組みを推進しています。また、平成29年８月には、これらの方策を総合的に検討し、超長寿社

会の新しいロールモデル構築に取り組むための「人生100年時代構想会議」を設置しています。 

こうした状況を踏まえて、本市においても、「健康長寿で 笑顔あふれるまち かけがわ」をキャ

ッチフレーズとし、だれもが健康で幸せに暮らせるまちの実現に向けて、平成19年に掛川市健康

増進計画「健康かけがわ21」、また「美味しく、楽しく、感謝して食べる」をキャッチフレーズ

として平成25年に「第２次かけがわ食育推進計画」を策定し、健康づくり運動及び食育に積極的

に取り組んできました。 

計画策定から10年が経過し、がん対策の充実、こころの問題、メタボリックシンドローム対策、

食の分野では若い世代の朝食欠食、単独世帯やひとり親世帯に対する支援等、新たな課題への対

応の重要性が指摘されており、市民、自治体等を取り巻く状況は刻々と変化しています。また、

その間に国や県においても計画の見直しが行われています。 

生涯を通した健康づくりは、市民一人ひとりの大きな課題であり願いです。市民一人ひとりが

生涯を通して健康で生きがいをもち、安心して充実した生活を送るために、個人、地域、職域等

において、健康づくり活動が日常生活に定着し、継続されることが必要です。今後、人生100年

時代に突入した時に健康な期間が延びているように、現在取り組んでいる「かけがわ生涯お達者

市民推進プロジェクト」を発展させて行きたいと考えています。 

この度、「健康かけがわ21」、「第２次かけがわ食育推進計画」の両計画が終期を迎えるにあた

り、両計画の取り組みの評価を行い、さらなる健康づくりと食育の推進を図るため、国及び県の

動向を踏まえ「第２次掛川市健康増進計画」と「第３次かけがわ食育推進計画」を一体化した人

生100年時代に向けた健康づくり計画「かけがわ生涯お達者市民推進プラン」を策定します。 

※ヘルスプロモーションとは：自らの健康を決定づける要因を、自らよりよくコントロールできるようにしていくことです。  
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食育基本法 

（平成 17 年６月制定） 

 

第３次食育推進基本計画 

（2016 年度～2020 年度） 

第２次掛川市総合計画 

（2016 年度～2025 年度） 

第３次静岡県食育推進計画 

（2014 年度～2022 年度） 

健康増進法 

（平成 14 年８月制定） 

 

健康日本 21（第二次） 

（2013 年度～2022 年度） 

第３次ふじのくに健康増進計画 

（2014 年度～2022 年度） 

第３次かけがわ食育推進計画 

（2018 年度～2027 年度） 

第２次掛川市健康増進計画 

（2018 年度～2027 年度） 

掛川市環境基本計画 

掛川市地域福祉計画 

地域福祉活動計画 
掛川市地域防災計画 

掛川市幼児教育振興計画 掛川市子ども子育て支援事業計画 

掛川市介護保険事業計画 掛川市高齢者保健福祉計画 

掛川市男女共同参画行動計画 

掛川市農業振興ビジョン 

国民健康保険保健事業計画 

（データヘルス計画） 
掛川市茶振興計画 

かけがわ生涯お達者市民推進プラン 

 

 

 

（２）計画の性格と位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

関連施策 
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（３）計画の期間 

 

本計画の期間は、2018年度を初年度とし、「第２次掛川市健康増進計画」・「第３次かけがわ食

育推進計画」ともに2027年度までの10カ年計画とします。 

 

年度 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 

市 

    中間評価      

第２次掛川市健康増進計画 

第３次かけがわ食育推進計画 

          

第２次掛川市総合計画   

    

県 

第３次ふじのくに健康増進計画      

第３次静岡県食育推進計画      

       

国 

健康増進法（平成14.8制定） 

健康日本21（第二次）      

食育基本法（平成17.６制定） 

第３次食育推進基本計画        
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 ２ 計画の方向性  

 

（１）健康増進計画の基本的な方向 

 

健康の捉え方は、「健康寿命」という言葉が注目を集めているように、単に病気や障がいの有無

にかかわらず、「住み慣れた地域でいつまでも元気に、いきいきとその人らしい生活を送ることが

できる」という幅広い考え方に移行しています。掛川市でも、「健康寿命」の延伸を目的に「かけ

がわ『生涯お達者市民』推進プロジェクト」に取り組んでいます。 

市民の健康を実現していくためには、まずは市民一人ひとりが健康意識を高め、正しい健康知

識のもとに、自分に合った健康づくりを主体的に実践し、習慣・継続化させていくことが大切で

す。また、こうした市民一人ひとりの健康づくりの実践と併せ、行政・地域・団体等との協働に

より、みんなの力を活かしながら、地域全体で健康づくりを支援し合い、市民が健康づくりを実

践しやすい環境をつくっていくことも重要になります。 

このような「市民主体の健康づくりの実践」と地区まちづくり協議会と企業など「みんなの力

による健康づくりの支援」の両面からの取り組みが相乗効果を発揮することによって、一人ひと

りの健康の実現がなされると考えます。 

 

 

（２）食育推進計画の基本的な方向 

 

『食』は、生涯にわたって健康に暮らすための基本であり、命の源です。 

また、食育基本法では、『食育』は「生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎と

なるべきものと位置付けるとともに、様々な経験を通じて『食』に関する知識と『食』を選択す

る力を習得し、健全な食生活を実践することができる人間を育てること」とされています。 

国の第３次食育推進基本計画では、第２次食育推進基本計画のコンセプト「『周知』から『実践』

へ」を引き継ぎ、「『実践』の環を広げよう」をコンセプトとして、（１）若い世代を中心とした食

育の推進、（２）多様な暮らしに対応した食育の推進、（３）健康寿命の延伸につながる食育の推

進、（４）食の循環や環境を意識した食育の推進、（５）食文化の継承に向けた食育の推進の５点

が重点課題として掲げられています。 

健全な食生活を実践し、生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間性を育むためには、そ

れぞれが健全な食生活を送るように意識して実践するだけでなく、「生産から食卓までの食べ物の

循環」や「生涯にわたる食の営み」にも改めて目を向け、関係者が多様に連携・協働して環をつ

なぎ、これまでのそれぞれの取り組みをより一層広げていくことが重要になります。 

 

 

本計画は、掛川市の抱える独自の健康づくり及び食を取り巻く課題解決のための考え方や目標

を加味し、今後の新しい掛川市の健康づくり運動・食育推進運動の指針とします。また、人生

100年時代に向けて、今後生涯お達者社会を構築するプロジェクトを立ち上げ、この計画を活用

していきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 健康づくりをめぐる現状と課題 
 

 

地域区分 対象地域 

東 部 掛川第一・第二・西山口・東山口・日坂・東山・粟本・城北・倉真 

西 部 西郷・原泉・原田・原谷・桜木・和田岡 

中 部 掛川第三・第四・第五・南郷・西南郷・上内田・曽我 

大 東 千浜・睦浜・大坂・土方・佐束・中 

大須賀 大須賀第一・大須賀第二・大須賀第三・大渕 
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 １ 掛川市の現状と課題  

注：グラフは、小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計が 100.0％にならないことがあります。 

（１）掛川市の現状 

 

★掛川市の人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：実績値 住民基本台帳（2012年～2017年）、推計値 （2018年以降） 

掛川市の人口は、2020年に115,703人まで減少していくものと予測されます。生産年齢人口は

58.7％まで減少し、高齢化率は27.4％まで上昇すると予測されます。 

 

★出生率※と出生数の推移 
 

平成 20年 平成 21年 平成 22年 平成 23年 平成 24年 平成 25年 平成 26年 平成 27年 

国  （‰） 8.7 8.5 8.7 8.3 8.2 8.2 8.0 8.0 

県  （‰） 8.8 8.6 8.5 8.4 8.4 8.2 7.9 7.8 

掛川市（‰） 9.8 9.0 8.8 9.1 9.3 9.3 8.7 8.0 

出生数（人） 1,117 1,032 1,062 1,051 1,073 1,065 980 922 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：県 人口動態統計 

出生数は年々減少しています。 

 
※出生率とは：年間出生数÷10月１日現在人口×1,000 

実績値 推計値 

118,984 118,188 117,781 117,505 117,721 117,878 116,783 116,259 115,703 

63.9% 62.9% 62.1% 61.3% 60.6% 60.1% 59.5% 59.2% 58.7%

22.1% 23.0% 23.9% 24.8% 25.4% 26.0% 26.6% 26.9% 27.4%

0人

40,000人

80,000人

120,000人

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

15歳未満 15～64歳 65歳以上 生産年齢人口割合 高齢化率

1,117 
1,032 1,062 1,051 1,073 1,065 

980 
922 

9.8 

9.0 8.8 
9.1 9.3 9.3 

8.7 

8.0 

6‰

9‰

12‰

0人

400人

800人

1,200人

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

出生数 国 県 掛川市
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★１世帯当たりの人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：市民課 

１世帯あたりの平均人数は減少しています。 

 

★地区別将来推計人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：掛川市人口の将来展望（企画政策課より）平成28年２月 

（国立社会保障・人口問題研究所の推計人口Ａによる推計値） 

人口減少の問題を抱える地区もあります。東部・大東・大須賀地区は、人口が減少しています。 

 

★平成22～26年 掛川市主要死因別標準化死亡比（ＳＭＲ）【対全国】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

資料：平成22～26年 死因別標準化死亡比（ＳＭＲ） 

29,543 

28,900 
28,466 27,860 27,000 

26,246 
26,949 27,108 27,060 26,700 

28,286 

29,597 30,088 30,120 29,900 

22,837 
22,003 

20,430 
19,210 

18,000 

12,827 12,484 
11,358 10,550 

9,700 

8,000人

16,000人

24,000人

32,000人

2005年 2010年 2015年 2020年

（推計）

2025年

（推計）

東部 西部 中部 大東 大須賀

96.8 85.1 
85.5 

113.0 109.0 

89.7 
100.6 

196.9 

114.6 

99.0 
97.6 

82.6 

86.3 

118.6 

94.9 
81.0 

89.6 

171.3 

88.2 85.1 

0

50

100

150

200

総
数

悪
性
新
生
物

心
疾
患

脳
血
管
疾
患

糖
尿
病

肺
炎

腎
不
全

老
衰

不
慮
の
事
故

自
殺

男性 女性

3.0 3.0 3.0 3.0 2.9 2.9 2.8 2.8 

0.0人

1.0人

2.0人

3.0人

4.0人

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

１世帯当たり人口
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★平成27年度 要介護（支援）者有病状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国保ＫＤＢシステムより 

全国と比べ、脳血管疾患による死亡が多く、介護度が高くなると、脳疾患や精神疾患の割合が高く

なります。 

 

（２）掛川市の主な健康課題 

 

●掛川市のお達者度の状況 

静岡県では、各市町の65歳の平均自立期間(介護を受けたり病気で寝たきりになったりせず、自

立して健康に生活できる期間)を「お達者度」として算出しています。 

掛川市では、下表のとおり、男性は35市町中10位前後、女性は26位辺りで低迷してしまいま

したが、平成26年データでは、18位になりました。平成28年度から、「かけがわ生涯お達者市

民」推進プロジェクトに取り組み、お達者度県下一をめざしています。 

平成 21年～平成 26 年 お達者度推移 

 
男性 女性 

お達者度 県内順位 お達者度 県内順位 

平成 21年 （平成 24年公表） 17.62年 ７位 20.25年 25位 

平成 22年 （平成 25年公表） 17.76年 11位 20.50年 25位 

平成 23年 （平成 26年公表） 17.69年 ９位 20.17年 27位 

平成 24年 （平成 27年公表） 17.74年 11位 20.40年 26位 

平成 25年 （平成 28年公表） 17.88年 10位 20.54年 26位 

平成 26年 （平成 29年公表） 

（県平均） 

18.13年 

（17.81年） 
10位 

21.07年 

（21.02年） 
18位 

資料：県健康増進課 

前年度公表のお達者度と比較し、男性は同順位でしたが、0.25年伸びました。一方、女性は順位が

18位に上がり、0.53年伸び、県内３位の伸び率でした。 

8.9 

8.8 

8.1 

8.7 

7.1 

8.5 

5.6 

24.1 

24.1 

24.3 

23.5 

23.5 

23.5 

22.8 

7.9 

5.9 

7.1 

8.3 

10.2 

11.2 

17.0 

4.8 

3.4 

3.2 

3.6 

2.8 

2.9 

2.9 

6.1 

6.7 

11.8 

12.6 

15.2 

15.4 

16.8 

21.3 

25.0 

20.7 

19.7 

17.8 

16.7 

16.0 

2.1 

0.9 

1.1 

0.8 

1.4 

1.0 

0.9 

24.8 

25.2 

23.8 

22.7 

22.0 

20.9 

18.0 

0% 25% 50% 75% 100%

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

糖尿病 心臓病 脳疾患 がん 精神疾患

筋・骨疾患 難病 その他
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●健康で生きがいをもって暮らしていると思う市民の割合 

 

「健康・子育て日本一」の実現のため、「かけがわ生涯お達者市民」推進プロジェクトを初めと

して、様々な事業に取り組み、「ふくしあ」でつなぐ地域の健康づくりを進め、「健康長寿の市民」

=「生涯お達者市民」を増やしていきます。 

そのためには、市民の健康への機運醸成を図り、食生活・運動・社会参加を「健康長寿の三要

素」として、健康づくりを進め、「健康で生きがいをもって暮らしていると思う市民」を増やす必

要があります。 

 平成 26年 平成 27年 平成 28年 平成 29年 

健康で生きがいをもって暮らしていると

思う市民の割合 
66.2％ 65.0％ 67.0％ 63.6％ 

資料：企画政策課 (市民意識調査) 

 

●栄養・食生活 

注：グラフ中の N値は、アンケートの回答者数です。 

☆食育の言葉や意味の認知度 ☆食育への関心度 (年代別) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（高校２年生・一般市民）、平成28年度健康に関する県民意識調査（県） 

 

食育の認知度は、未だ低い状況です。特に高校生や20歳代など若い世代の認知度、関心度が低くな

っています。 

  

高校２年生(N=267)

20歳代(N=88)

30歳代(N=119)

40歳代(N=117)

50歳代(N=140)

60歳代(N=217)

70歳以上(N=241)

一般市民全体(N=927)

16.5

46.6

56.3

67.5

62.1

56.2

52.3

56.5

72.7

46.6

39.5

23.9

32.9

32.3

38.2

35.1

10.5 

6.8 

4.2 

7.7 

5.0 

11.1 

7.5 

7.7 

0.4 

0.9 

0.5 

2.1 

0.8 

0% 25% 50% 75% 100%

言葉も意味も知っている

言葉は知っているが、意味は知らない

言葉も意味も知らない（今回、初めて聞いた）

無回答

県(N=3,002)

60歳代(N=217)

70歳以上(N=241)

一般市民全体(N=927)

高校２年生(N=267)

20歳代(N=88)

30歳代(N=119)

40歳代(N=117)

50歳代(N=140)

6.4

21.6

23.5

29.1

22.9

27.6

29.9

26.5

36.7

16.9 

26.1 

37.8 

35.0 

43.6 

32.3 

30.7 

34.0 

38.7 

35.6

26.1

21.8

27.4

22.9

24.4

27.8

25.4

4.2

13.5

12.5

10.9

5.1

5.7

7.8

4.6

7.1

13.2

16.1 

13.6 

5.9 

2.6 

4.3 

6.0 

5.4 

5.9 

6.6 

10.9 0.7

0.9

0.7

1.8

1.7

1.1

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

関心がある

どちらかといえば関心がある

どちらともいえない

どちらかといえば関心がない

関心がない

わからない

無回答
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☆１日に２回以上、主食・主菜・副菜をそろえて食べる頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査 

（５歳児保護者・小学５年生児童保護者・中学２年生・高校２年生・一般市民） 

 

１日２回以上バランスの良い食事を毎日食べている人が20～30歳代で少なくなっています。 

 

 

 

☆１日野菜摂取量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査 

（５歳児保護者・小学５年生児童保護者・中学２年生・高校２年生・一般市民） 

 

掛川市で減塩とともに進めてきた、１日に両手３杯分の野菜（350ｇ）摂取の推進ですが、実際に

摂取できている人は、0～5.2％です。 

71.7 

76.7 

63.4 

49.1 

33.0 

43.7 

53.8 

55.0 

61.3 

74.7 

22.2 

13.2 

21.4 

28.5 

28.4 

26.9 

24.8 

23.6 

23.5 

12.9 

5.2 

9.4 

13.4 

16.9 

26.1 

19.3 

12.8 

13.6 

12.4 

9.5 

0.9 

0.7 

1.0 

4.5 

12.5 

10.1 

8.5 

7.9 

2.3 

1.2 

0.7 

1.1 

0.5 

1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

５歳児(N=212)

小学５年生(N=288)

中学２年生(N=290)

高校２年生(N=267)

20歳代(N=88)

30歳代(N=119)

40歳代(N=117)

50歳代(N=140)

60歳代(N=217)

70歳以上(N=241)

ほとんど毎日 週４～５日 週２～３日 ほとんどない 無回答

0.9 

2.4 

5.2 

2.2 

3.4 

2.5 

0.0 

2.1 

1.8 

2.5 

17.0 

21.5 

35.5 

21.0 

10.2 

10.9 

12.8 

12.1 

19.4 

13.7 

52.4 

49.7 

43.4 

45.7 

48.9 

57.1 

57.3 

59.3 

49.8 

58.1 

27.8 

25.7 

14.8 

28.1 

28.4 

28.6 

29.1 

23.6 

26.7 

23.2 

0.9 

0.7 

1.0 

2.6 

9.1 

0.8 

0.9 

2.1 

2.3 

0.8 

0.9 

0.4 

0.7 

1.7 

0% 25% 50% 75% 100%

５歳児(N=212)

小学５年生(N=288)

中学２年生(N=290)

高校２年生(N=267)

20歳代(N=88)

30歳代(N=119)

40歳代(N=117)

50歳代(N=140)

60歳代(N=217)

70歳以上(N=241)

両手３杯分以上 両手２杯分 両手１杯分

両手半分以下 まったく食べない 無回答
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●身体活動・運動 

☆１日１時間以上身体活動を実施しているか

（年代別） 

☆５歳児の平均的な外遊び時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（一般市民・５歳児保護者） 

 

１日１時間以上身体活動を実施している人は、30～40歳代で少なくなっています。 

また、幼児の平日の外遊び時間は休日に比べ時間数が少なく、平日は外遊びをしない子どもが多く

なっています。 

58.0 

42.9 

44.4 

54.3 

60.4 

59.3 

42.0 

56.3 

53.8 

44.3 

37.8 

35.3 

0.8

1.7

1.4

1.8

5.4

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代(N=88)

30歳代(N=119)

40歳代(N=117)

50歳代(N=140)

60歳代(N=217)

70歳以上(N=241)

はい いいえ 無回答

23.6

48.6

35.8 

42.0 

22.6

6.6

16.5

0.9

0.9 0.5

1.9

0% 25% 50% 75% 100%

平日(N=212)

休日(N=212)

１時間以上

30分以上１時間未満

30分未満

外遊びはしない

わからない

無回答

ためないストレス 

ためない脂肪 

規則正しい 

生活習慣 

外を歩いて 

足腰達者！ 

気軽に声かけ 

口達者！ 
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●休養・こころの健康 

☆睡眠によって十分な休養がとれているか （年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（一般市民） 

 

若い方も、睡眠によって十分な休養がとれていない方が多くなっています。 

 

 

 

☆最近１か月間に不安や悩みごとでストレスを感じたことがあったか (年代別) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（一般市民） 

 

最近１か月に不安や悩みごとでストレスを感じたことがあったと回答した人が20～50歳代の働く

世代で多くなっています。 

 

58.0 

62.2 

62.4 

51.4 

64.1 

72.6 

40.9

37.8

37.6

47.9

34.1

24.5

1.1

0.7

1.8

2.9

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代(N=88)

30歳代(N=119)

40歳代(N=117)

50歳代(N=140)

60歳代(N=217)

70歳以上(N=241)

とれている とれていない 無回答

68.2

70.6

70.9

64.3

45.6

33.6

29.5

26.1

29.1

31.4

51.6

58.9

2.3

3.4

4.3

2.8

7.5

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代(N=88)

30歳代(N=119)

40歳代(N=117)

50歳代(N=140)

60歳代(N=217)

70歳以上(N=241)

あった なかった 無回答
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●たばこ・アルコール 

☆同居者に喫煙者がいる割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（５歳児保護者・小学５年生児童保護者・中学２年生・ 

高校２年生・一般市民）※一般回答者のうち、ひとり暮らしは7.8％ 

 

20代以上の一般回答者の家庭より、子どもがいる家庭の方が同居者に喫煙者が多くなっています。 

 

 

 

☆子どもの近くで吸っているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（５歳児保護者・小学５年生児童保護者・中学２年生・ 

高校２年生） 

 

子どもが中学生、高校生になると、子どもの近くで吸っている家庭も多くなっています。 

 

45.8

46.5

43.8

52.1

25.8

52.4

52.4

54.5

45.7

72.7

1.9 

1.0 

1.7 

2.2 

1.5 

0% 25% 50% 75% 100%

５歳児(N=212)

小学５年生(N=288)

中学２年生(N=290)

高校２年生(N=267)

一般(N=927）※

いる いない 無回答

2.1

10.4

25.2

33.1

41.2

48.5

43.3

49.6

54.6

39.6

29.1

16.5

2.1

1.5

1.6 0.8

0.7

0% 25% 50% 75% 100%

５歳児(N=97)

小学５年生(N=134)

中学２年生(N=127)

高校２年生(N=139)

子どもの近くでも吸っている

子どもの近くでは出来るだけ吸わないように気を付けている

子どもの近くでは絶対に吸わない

その他

無回答
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職

場

飲

食

店

家

庭

遊

技

場
（

ゲ
ー

ム

セ

ン

タ
ー

、

パ

チ

ン

コ
、

カ

ラ

オ

ケ

ボ
ッ

ク

ス

な

ど
）

道

路

駅

・

電

車

内

公

共

機

関
（

市

役

所
、

公

民

館

な

ど
）

宿

泊

施

設

理

容

院
、

美

容

院
、

エ

ス

テ

医

療

機

関

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

21.6 21.1 

15.0 

9.4 7.6 
4.7 

2.7 1.5 0.5 0.4 
2.5 

39.1 

3.2 

0%

15%

30%

45%
N=927

 

 

☆受動喫煙を受けた場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（一般市民） 

 

職場や飲食店で、受動喫煙を受けた人が多く、対策が必要です。 

 

 

 

●歯科 

☆ひとり平均むし歯の数（未処置歯＋処置歯） ☆平成27年度５歳児歯科調査結果（乳歯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：静岡県健康福祉部医療健康局健康増進課 

 

乳歯の頃から、むし歯をもつ子が県などと比較して多いため、対策の継続が必要です。 

1.4本

1.5本

0本 5本 10本 15本

むし歯数

38.0%

1.5 本

34.2%

1.4本

0.0% 15.0% 30.0% 45.0%

有病者率

むし歯数

掛川市 県

0.06

0.44

0.04

0.33

0.0本 0.2本 0.4本 0.6本

１歳６か月

３歳

掛川市 県
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●こどもの健康をとりまく環境 

☆母子健康手帳交付時相談結果（妊娠中から関わる必要のある妊婦の割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：母子健康手帳交付資料統計（健康づくり課） 

 

母子健康手帳の交付時から支援をするケースが増加傾向です。 

 

 

 

 

☆１歳６か月児健診結果別経年推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：１歳６か月児健診 県報告（健康づくり課） 

 

１歳６か月児健診でのフォロー率が上がっています。 

 

29.2 29.6 
25.3 

67.7 66.3 
72.4 

0.2 2.2 0.3 3.0 1.9 2.0 

0%

25%

50%

75%

平成26年 平成27年 平成28年

異常なし 要観察 要治療 要精密

1,133 
1,062 1,040 

1,152 
1,021 

204 169 196 197 236 

18.0% 15.9%
18.8%

17.1%
23.1%

0%

10%

20%

30%

0人

400人

800人

1,200人

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

母子健康手帳交付数 継続的な関わりが必要な妊婦の数

継続的な関わりが必要な妊婦の割合



 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽  15  ∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

●健診等の状況 

☆特定健診受診率の状況 ☆がん検診の受診者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：健康づくり課 特定健診係 法定報告、健康づくり課 保健活動報告書 

 

特定健診の受診率は、徐々に上がってはきていますが、国の目標（60％以上）にはほど遠い状況で

す。また、がん検診の受診者数も減ってきており、対策が必要です。 

 

 

 

●地域活動の状況 

☆居住地域の人々は互いに助け合っているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（一般） 

 

居住地域の人々は互いに助け合っていると思う方が半数以上となっています。 
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 ２ 前回計画の評価  

 

（１）健康増進計画「健康かけがわ２１」 
 

健康増進計画は、「健康かけがわ２１」～健康長寿で笑顔あふれるまちかけがわ～と題して、健康づ

くりの６つの領域「食生活」「運動」「休養・こころ」「たばこ・アルコール・薬物」「歯」「健康管理」

にわけて目標と取り組みを掲げ、平成20年度から10年間推進してきました。 

平成29年度に行った最終評価では、22項目のうち10項目（45.5％）で目標達成の結果または改善

傾向との結果が得られましたが、「運動」、「たばこ」、「健康管理」分野では、悪化している項目もみら

れます。 

 

第１次掛川市健康増進計画評価指標の各目標に対する達成状況は次のとおりです。 

◎：最終値が目標値を達成している項目 

○：最終値が目標値の50％以上改善している項目 

△：最終値が目標値の50％未満しか改善していない項目 

×：最終値が策定当初値より悪化・低下している項目 

 

 

① 食生活 

領域 評価指標 
目標値 
（H19) 

当初値 
（H19) 

中間値 
（H25） 

最終値 
（H28） 

達成 
状況 

食生活 

朝食を毎日食べる人の割合（10～20歳代） 
85％ 
以上 

77.5％ 75.6％ 83.3％ ○ 

栄養バランスに気をつけている人の割合 
50％ 
以上 

44.0％ 47.7％ 57.9％ ◎ 

食育に関心のある人の割合 
90％ 
以上 

85.9％ 88.5％ 60.5％ × 

 

朝食の毎日摂取、栄養バランスの良い食生活、食育普及を目標に取り組んできました。 

朝食を毎日食べる人の割合、栄養バランスに気をつけている人の割合は改善しましたが、食育に

関心のある人の割合は減少しています。全体的には改善傾向となっていますが、20～30歳代の朝

食の欠食や、バランス食の頻度が低い傾向がみられ、若い世代に重点をおいた取り組みが必要です。 

 

 

② 運動 

領域 評価指標 
目標値 
（H19) 

当初値 
（H19) 

中間値 
（H25） 

最終値 
（H28） 

達成 
状況 

運動 

週１回以上運動している人の割合(20歳代) 
50.2％ 
以上 

40.2％ 38.9％ 37.4％ × 

週１回以上運動している人の割合(30歳代) 
47.1％ 
以上 

37.1％ 26.5％ 34.5％ × 

週１回以上運動している人の割合(40歳代) 
55.2％ 
以上 

45.2％ 35.9％ 31.6％ × 
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歩く機会を増やすことや生涯スポーツの普及、子どもの屋外遊びの推奨に取り組んできましたが、

20～40歳代で週１回以上運動している割合は、いずれも低下しています。 

また、１日１時間以上の身体活動を実施している人は、30～40歳代が半分以下と少なくなって

おり、20～40歳代に重点をおいた対策が必要です。 

 

 

③ 休養・こころ 

領域 評価指標 
目標値 
（H19) 

当初値 
（H19) 

中間値 
（H25） 

最終値 
（H28） 

達成 
状況 

休養・ 
こころ 

睡眠によって休養が十分とれた人の割合 
30％ 
以上 

26.0％ 24.7％ 63.3％ ◎ 

ストレス解消法を持っている人の割合 
73％ 
以上 

63.0％ 50.2％ 58.8％ × 

自殺者件数 
15人 
以下 

25人 21人 22人 △ 

不登校児童・生徒数 
42人 
以下 

85人 76人 128人 × 

 

休養をとりやすい環境づくり、ストレス解消法づくりの推奨、悩みを相談しやすい環境づくりを

目標に取り組んできました。 

睡眠によって休養が十分とれた人の割合は改善しましたが、評価指標としていた自殺件数は横ば

いで、不登校児童・生徒数は増加しています。また、働きざかり世代での不安や悩みごとでのスト

レスがあった人が多くなっていることから、労働環境の整備を企業などと協働で進めていく必要が

あります。 

 

 

④ たばこ・アルコール・薬物 
 

領域 評価指標 
目標値 
（H19) 

当初値 
（H19) 

中間値 
（H25） 

最終値 
（H28） 

達成 
状況 

たばこ 
・ 

アルコール 
・ 
薬物 

毎日たばこを吸っている人の割合 
５％ 
以下 

10.2％ 6.9％ 12.6％ × 

喫煙習慣のある人の割合（30歳代） 
15％ 
以下 

30.9％ 12.1％ 21.0％ ○ 

休肝日が週２日以下の人の割合（男性） 
25％ 
以下 

32.7％ 28.6％ 22.6％ ◎ 

 

喫煙習慣の改善、休肝日の習慣化、未成年の喫煙・飲酒防止を目標に掲げ、取り組んできました。 

休肝日が少ない人の割合は目標達成しましたが、たばこを吸っている人の割合では悪化がみられ

ます。また、受動喫煙についても、子どもが小さい頃は気を付けている人が多いのに対し、中学生

や高校生以上になってくると、子どものそばで喫煙する家族も多くみられることから、たばこが健

康に与える影響等についての周知など、受動喫煙への対策を進めていく必要があります。 
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⑤ 歯 

領域 評価指標 
目標値 
（H19) 

当初値 
（H19) 

中間値 
（H25） 

最終値 
（H28） 

達成 
状況 

歯 

１人平均むし歯本数（12歳児） 
１本 
以下 

1.79本 1.23本 1.13本 ○ 

進行した歯周病にかかっている人の割合（50歳） 
30％ 
以下 

34.3％ 36.8％ 50.0％ × 

定期歯科健診を受診する人の割合 
30％ 
以上 

26.2％ 18.2％ 36.9％ ◎ 

 

児童・生徒のむし歯予防、歯周病予防、歯の定期チェック推進を目標に取り組んできました。 

定期歯科健診を受診する人の割合は増加し、目標を達成しました。歯周疾患検診受診者の減少の

影響もあり、進行した歯周病にかかっている人の割合は悪化がみられました。また、児童・生徒の

むし歯本数も、県などと比較しても多い状態が続いていることから、予防に重点をおいた継続した

取り組みが必要です。 

 

 

⑥ 健康管理 

領域 評価指標 
目標値 
（H19) 

当初値 
（H19) 

中間値 
（H25） 

最終値 
（H28） 

達成 
状況 

健康 
管理 

健康診断を受ける人の割合 
（国保被保険者、人間ドック含む） 

65％ 
以上 

27.3％ 35.5％ 
38.1％
（H27） 

△ 

メタボリックシンドロームの該当者及び予
備群の減少率 

25％以上 
(Ｈ20比) 

－ 21.4％ 
22.0％
（H27） 

△ 

メタボリックシンドロームを認知している
人の割合 

80％ 
以上 

72.4％ 78.9％ 
82.0％ 
(H23)※ 

◎ 

がん検診の受診者数 
28,600
人以上 

25,982
人 

24,973
人 

24,258
人 

× 

１歳６か月児健診の受診率 
97％ 
以上 

96.4％ 96.8％ 98.8％ ◎ 

３歳児健診の受診率 
96％ 
以上 

94.5％ 98.2％ 99.5％ ◎ 

※平成23年度食育推進計画評価時に達成したため、平成28年度には調査項目からはずした。 
 

生活習慣病予防、健康情報の正しい理解の推奨、健診の定期受診を目標に取り組んできました。 

子どもの健診受診率は目標達成しましたが、がん検診や特定健診の受診は、目標達成には及びま

せんでした。受診勧奨や未受診者への働きかけなど、受診率向上に向けた継続した取り組みが必要

です。 
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（２）食育推進計画「第２次かけがわ食育推進計画」 
 

食育推進計画は、「第２次かけがわ食育推進計画」～美味しく、楽しく、感謝して食べる～として、

平成25年度から５年間取り組んできました。「安全・安心な食材をつかう」「バランスのとれた食事を

つくる」「楽しく美味しく食べる」を食育推進の３つの柱とし、19項目の指標を掲げ、４項目

（21.1％）達成または改善しました。 

 

 

① 安全・安心な食材をつかう 

領域 評価指標 
目標値 
（H23) 

当初値 
（H23) 

最終値 
（H28） 

達成状況 

安
全
・
安
心
な 

食
材
を
つ
か
う 

農業体験のある市民の割合 90％以上 84.2％ 91.1％ ◎ 

学校給食における地場産物を使用
する割合 

57％以上 56.7％ 51.8％ × 

食品の原産地・消費期限・添加物
表示等を見て購入する人の割合 

90％以上 86.5％ 76.7％ × 

 

「安全な食品を見分ける力をつけよう」「地産地消を推進しよう」「食を支える産業について理解

を深めよう」「農作業体験をしよう」「世界の食の現状を知ろう」の５つを目標に取り組んできまし

た。 

農業体験のある市民の割合は増加し目標達成しましたが、学校給食における地場産物の使用割合

や食品表示を見て購入する割合では、悪化がみられました。市民農園の活用は広がりつつあること

から、今後もさらに拡大できるよう、継続した取り組みが必要です。 

 

 

 

 

● コ ラ ム ● 

 

「我が家の健康・食べきり宣言 in 掛川」 

「我が社の健康・食べきり宣言 in 掛川」 

 

近年増加傾向を続ける食品ロス、食品廃棄をできるだ

け減らし、「もったいない」を実践するために、静岡県で

は2016年に「食べきり（完食）」をテーマにしたキャン

ペーンを開始しました。 

掛川市でも、家庭や企業で実践できる「食べきり宣言

カード」を発行し、食品ロスの削減に取り組んでいます。 

 

  「食べきり宣言カード」 
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② バランスのとれた食事をつくる 

領域 評価指標 
目標値 
（H23) 

当初値 
（H23) 

最終値 
（H28） 

達成状況 

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
つ
く
る 

栄養バランスに気をつけている人
の割合（成人） 

男性45％以上 
女性55％以上 

男性43.1％ 
女性52.2％ 

男性56.7％ 
女性59.4％ 

◎ 

肥満の児童・生徒の割合 
（日比式標準体重20％以上） 

7.0％以下 8.0％ 7.8％ △ 

肥満の成人の割合（40歳以上） 
（ＢＭＩ25以上) 

男性12％以下 
女性10％以下 

男性20.9％ 
女性13.8％ 

男性20.8％ 
女性14.6％ 
（Ｈ27） 

× 

３色揃った朝食を食べている児童
生徒の割合 

小４ 75％以上 

中１ 75％以上 

小４ 59.5％ 
中１ 62.5％ 

小４ 57.5％ 
中１ 60.2％ 

× 

栄養教育（３つのお皿など）を実
施している幼稚園・保育所の割合 

100％ 84.4％ 92.3％ ○ 

自分の健康状態を「よい」「まあ
よい」「ふつう」と思っている人
の割合（成人） 

95％以上 94.0％ 85.4％ × 

かけがわ健康応援店 
（栄養成分表示店含む）の数 

100店以上 18店 28店 △ 

 

「料理を作る楽しさを身につけよう」「自分の体に必要な食材を選ぼう」「日本型食生活を学ぼう」

「外食は賢く選ぼう」「食文化や伝統料理等を大切にしよう」の５つを目標に取り組んできました。 

栄養バランスに気をつけている人の割合は目標達成しているものの、その他の指標では未達成と

なっています。国の計画などを参考に対策を見直すなど、栄養バランスの良い食生活に向けてさら

に取り組んでいく必要があります。 

 

③ 楽しく美味しく食べる 

領域 評価指標 
目標値 
（H23) 

当初値 
（H23) 

最終値 
（H28） 

達成状況 

楽
し
く
美
味
し
く
食
べ
る 

食育に関心がある人の割合 95％以上 90.4％ 60.5％ × 

朝食を 
毎日とっている 
児童生徒の割合 

３歳児 100％ 92.1％ 97.1％ ○ 

小学４年生 100％ 97.0％ 95.5％ × 

中学１年生 100％ 93.0％ 92.7％ × 

高校生 100％ 96.9％ 75.7％ × 

朝食を毎日とっている10代20代の
割合 

男女とも 
90％以上 

男性90.0％ 
女性77.4％ 

男性71.5％ 
女性74.9％ 

× 

おいしく食事ができている人の 
割合 

100％ 95.1％ 73.1％ × 

食事の時「いただきます」「ごち
そうさま」を言っている人の割合 

95％以上 82.4％ 78.9％ × 

家族そろって食事をするようにし
ている人の割合 

80％以上 73.4％ 61.7％ × 

 

「会話がはずむ食卓づくりをしよう」「食事のマナーを身につけよう」「『いただきます』『ごちそ

うさま』を言おう」「必要な量だけ食べよう」「早寝早起き美味しい朝食をとろう」「８０２０をめざ

そう」「身近な人と食について語ろう」の７つを目標に取り組んできました。 

９つの指標項目のうち、３歳児の朝食を毎日とっている割合のみ改善しているものの、その他は

すべて悪化しています。若い世代に重点をおいた取り組みが必要です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 計画の基本的な考え方 
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 １ 計画の基本理念と基本目標、分野別目標  

（１）基本理念 

生涯健康でいきいきと安心して暮らせることは誰もが願うことです。そのためには、子どもの

ころから健康的な生活習慣を身に着けることが大切です。また、その後の人生の各年代（ライフ

ステージ）に応じた健康づくりも大切で、個人や家庭での取り組みが基礎となります。 

一方で、個人や家庭のみに依存するのではなく、健康づくりを社会全体で支える仕組みを強化

していくことも大切です。健康や医療に関する意識・知識を高めるための支援や、地域ぐるみ、

職場ぐるみの健康づくりへの支援など、行政にできることもたくさんあります。 

そこで本計画では、「生涯お達者市民が大勢いるまち」を基本理念とし、本市の総合計画の戦略

目標の一つである「健康、子育て日本一」をめざします。 

健康増進計画の８分野の目標、食育推進計画の５項目の目標をかかげ、さらに「生涯お達者市

民の大勢いるまちをめざして、健康で生きがいをもって暮らしていると思う市民を増やす」こと

を基本目標に掲げます。また、市民には、「食事」「運動」「社会参加」の健康長寿の三要素に「健

診」を加えた４つのポイントに絞って呼びかけていきます。 

 

●めざす姿

健康や医療に関する意識・知識が高まり、家庭、職場、地域ぐるみの健康づくり

が行われ、多くの市民が健康に暮らしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自ら取り組む健康づくり・・・ 

市民一人ひとりが健康意識を高め、正しい健康知識のもとに、自分に合った健康

づくりを主体的に実践できるよう支援します。 

■協働による健康づくり・・・ 

「健康・子育て日本一」の実現のため、住み慣れた地域で最期まで心も体も健や

かに過ごせるよう、家庭、地域、学校、事業者、ふくしあ、市等がつながり合った

協働の健康づくりを推進します。 

■健康づくりや健全な食生活を実践することができる人間の育成・・・ 

家庭や学校・地域で健康づくりの知識を普及し、家庭での食育の実践を基本とし

ながら、学校や地域でも健康な生活が送れる土台づくりを支援します。  

協働 

による 

健康づくり 

自ら 

取り組む健康

づくり 

健康づくりや健全な食生活を 

実践することができる人間の育成 

生涯お達者市民が大勢いるまち 
健康日本一へ 

健康な生活の 
土台づくり 

両輪による実践 
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協働 

による 

健康づくり 

自ら 

取り組む 

健康づくり 

健康づくりや健全な食生活を 

実践することができる人間の育成

健康日本一へ 

両輪による実践 

健康な生活の 
土台づくり 

践 

１【栄養・食生活】 若い世代からの健康寿命の延伸につな

がる食育への関心を高めます！ 

２【身体活動・運動】 体を動かす機会を積極的につく
り、健康長寿の市民を増やします！ 

３【休養・こころの健康】 
環境を整え、十分な休養がとれている人を増やします！ 

４【たばこ・アルコール・薬物】 

喫煙者を減らし、受動喫煙も防ぎます！ 

５【歯の健康】 
むし歯や歯周病を減らします！ 

６【こどもの健康】 家庭、地域の子育て力をアップし、心
豊かでたくましい子どもを育成します！ 

７【健康管理】 市民の健康意識、健診（検診）の受診率の

向上を図ります！ 

８【地域活動・地域の輪】 地域の絆を大切に、みんなの
健康はみんなで守る連帯感あるまちづくりを進めます！ 

１【若い世代への食育】 若い世代の食育への関心を高

め、適切な食生活を実践する若者を増やします！ 

２【多様な暮らしに配慮した食育】 共食の場をつくり、
豊かな食体験ができる人を増やします！ 

３【お達者市民につながる食育】 減塩など食生活の改善
に取り組み、脳血管疾患による死亡者数を減らします！ 

４【食の循環や環境を意識した食育】 安心安全な地場産

物を活用し、食品ロスに配慮する人を増やします！ 

５【食文化の継承につなげる食育】 茶文化、行事食や伝
統料理を次世代に伝えていきます！ 

 

●計画の概要 

 

 

 

 

＜基本目標＞ 生涯お達者市民が大勢いるまちをめざして、 

健康で生きがいをもって暮らしていると思う市民を増やします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c)掛川市 
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２ 計画の基本的な考え方  

 

 

（１）健康づくりを８領域（分野）で構成（P25～ 第３章 第２次掛川市健康増進計画） 

第２次健康増進計画では、前計画の６領域を継承するとともに、市民に分かりやすい言葉で領

域を説明しました。さらに、国や県の領域との整合を図る観点から、「栄養・食生活」「身体活

動・運動」「休養・こころの健康」「たばこ・アルコール・薬物」「歯の健康」「こどもの健康」「健

康管理」「地域活動・地域の輪」の８領域としました。この８領域ごとに健康づくりの取り組みを

示しています。 

 

 

（２）食育を５項目で構成（P43～ 第４章 第３次かけがわ食育推進計画） 

第３次食育推進計画では、「若い世代への食育」「多様な暮らしに配慮した食育」「お達者市民に

つながる食育」「食の循環や環境を意識した食育」「食文化の継承につなげる食育」の５項目を設

定し、市民に分かりやすい言葉で領域を説明しました。この５項目ごとに食育の取り組みを示し

ています。 

 

 

（３）計画の書き方の統一 

第２次健康増進計画、第３次食育推進計画ともに、「目標とする状態」を設定し、「行政の主な

取り組み」「協働の取り組み（家庭、職場、地域の取り組み）」を記載したほか、「ライフステージ

に応じた健康づくり」を記載しました。書き方を統一することにより、わかりやすさや見やすさ

が向上しています。 

 

 

（４）カード形式の目標・現状と課題・取り組みのポイント 

（P55～ 第５章 計画の推進） 

目標・現状と課題・取り組みのポイントをカード形式でまとめました。これまで実施してきた

市の取り組みやアンケート調査の結果、国や県の動向などを踏まえ、８領域＋５項目ごとに作成

し、要点を一目で把握できるようにしています。 

また、ライフステージを主軸としたページを設けています。８領域の健康づくりに向けた取り

組みと５項目の食育のための取り組みをライフステージごとに示しています。 
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（５）評価指標と目標値の導入 

本市はもちろんのこと、国や県の計画でも評価指標と目標値を設定して、計画の推進を図って

きました。評価指標も目標値も更新されていることを踏まえ、また本市独自の評価指標も設定し、

評価に使用するデータの出典も明記して進行管理を行うこととしています。 

 

 

（６）協働の取り組み（家庭、職場、地域の取り組み） 

健康づくりを推進していく上で、家庭、職場、地域などが取り組むべき内容を「協働の取り組

み」として整理しました。協働による健康づくりが進展するよう多様な取り組みを紹介していま

す。 

 

 

（７）ライフステージの設定に応じた健康づくり 

健康づくりに関する課題はライフステージによって異なるため、ライフステージに応じた健康

づくりのポイントを示しています。前計画では、「胎児・乳幼児・学童期（12歳以下）」「思春期

（13歳～18歳）」「青年期（19歳～29歳）」「壮年中年期（30歳～64歳）」「高齢期（65歳以上）」

の５つの区分でしたが、本計画では下記の10区分で掲載しています。詳細に区分することで、よ

り一層きめ細かな取り組みを紹介しています。 

 

 

ライフステージ区分 

 区分 年齢等の目安 

次世代 

妊娠期 妊婦 

乳児期 生まれてから１歳未満まで 

幼児期 １歳から就学前まで 

学童期 小学生 

思春期 中学生・高校生 

成人期 

青年期 18歳～29歳 

壮年期 30歳～49歳 

中年期 50歳～64歳 

高齢期 
前期高齢期 65歳～74歳 

後期高齢期 75歳以上 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 第２次掛川市健康増進計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● コ ラ ム ● 

 

掛川市では、平成 28 年３月制定の健康医

療基本条例の趣旨に沿って、「私の健康人生

設計ノート（掛川版エンディングノート）」

を作成しています。 

自らが望む人生の最終段階における医療や

過ごし方を書き記し、近親者と確かな意思疎

通を図るための「エンディング編」と、今の

自分を見つめ、さらに自分なりの健康をめざ

すための「健康設計編」を併せて編集いたし

ました。 

「私の健康人生設計ノート」は、ホームペ

ージからダウンロードすることができます。

また関係機関の無料配布場所で冊子の配布も

おこなっています。 

皆様の人生がいつまでも輝くよう役立てて

いただきたいと考えています。 

 

私の健康人生設計ノート 
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ふやせ筋肉 

ためるな脂肪 

健康診断みーんな○
マル

 

 

 目  標  

 

 

１ 栄養・食生活 

➡目標 若い世代からの健康寿命の延伸につながる食育への関心を高めます！ 

２ 身体活動・運動 

➡目標 体を動かす機会を積極的につくり、健康長寿の市民を増やします！ 

３ 休養・こころの健康 

➡目標 環境を整え、十分な休養がとれている人を増やします！ 

４ たばこ・アルコール・薬物 

➡目標 喫煙者を減らし、受動喫煙も防ぎます！ 

５ 歯の健康 

➡目標 むし歯や歯周病を減らします！ 

６ こどもの健康 

➡目標 家庭、地域の子育て力をアップし、心豊かでたくましい子どもを育成します！ 

７ 健康管理 

➡目標 市民の健康意識、健診（検診）の受診率の向上を図ります！ 

８ 地域活動・地域の輪 

➡目標 地域の絆を大切に、みんなの健康はみんなで守る連帯感あるまちづくりを進め

ます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医者いらず 

笑って歩いて 

あしたも元気！ 
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 １ 栄養・食生活  

 

 

 目標  若い世代からの健康寿命の延伸につながる食育への関心を高めます！ 

 

 

評価指標 現状値（H29） 目標値 

ほとんど毎日朝食を食べる人の割合（中１） 92.7％ 95％以上 

栄養バランスに気をつけている人の割合 68.4％ 70％以上 

家で食事の手伝いをする人の割合（中１） 76.9％ 80％以上 

 

 

（１）行政の主な取り組み 

 

●幼児期、小中高生、親世代などへの食育の推進 

学校や園での食育が継続できる教育体制の確保に努めます。食育の中心を担う栄

養士の確保に努めます。共食※の楽しさや、健康寿命を延ばすための食生活に関す

る知識の普及をすすめます。 

 

●朝食を毎日食べることや減塩、両手３杯分の野菜摂取の推進 

脳血管疾患や糖尿病を予防するために、朝食の欠食をなくす呼びかけや、減塩の

意識づけ、安心安全な地元の野菜の摂取の推奨に努めます。 

 

 

（２）協働の取り組み（家庭、職場、地域の取り組み） 

 

朝食を毎日食べ、１日３食バランスのとれた食事を心がけましょう。

学生のうちに、自分で食事を作る機会を持ちましょう。 

 

 

社員食堂などで、ヘルシーメニューの提供や表示の活用など、健康

に良い食習慣の啓発に努めましょう。 

 

 

健康づくり食生活推進員による伝達講習などに進んで参加し、健康

的なメニューを学びましょう。地域の身近な場を利用した共食の場

づくりに努め、若い世代から高齢者までが集って、絆を深めたり、

健康食を伝授していきましょう。 

※共食とは：家族や友人等が食卓を囲んで、食事をみんなで一緒に楽しむことです。  

職 場 

地 域 

家 庭 
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（３）ライフステージに応じた健康づくり 

 

全年齢 ○１日３食バランスのとれた食事を心がけましょう。 

 

妊娠期 

○食の大切さに気づき、子育てにおける食習慣の基盤づくりを学びま

しょう。 

○うす味に慣れましょう。 

乳児期 

○離乳食・幼児食を通じていろいろな食べ物のおいしさを知りましょ

う。 

幼児期 

学童期 ○朝食をとる習慣を継続しましょう。 

○健康と栄養について学び、料理を作る技術や楽しみを身につけまし

ょう。 思春期 

青年期 
○バランスのとれた食事を自分で選択できるようにしましょう。 

○朝食を欠食しないように、工夫しましょう。 

壮年期 ○塩分、脂肪の取り過ぎに注意しましょう。 

○野菜から食べることを心がけましょう。 

○健診結果などを踏まえて、身体活動、体調に合った食生活を学び、

実践していきましょう。 中年期 

前期高齢期 ○食事内容が偏らないよう、地域の共食の場などに進んで参加し、い

ろいろな食品を取るように心がけましょう。 

○筋肉の維持に大切な肉、魚、豆などのたんぱく質が不足しないよう

に気をつけましょう。 後期高齢期 
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 ２ 身体活動・運動  

 

 

 目標  体を動かす機会を積極的につくり、健康長寿の市民を増やします！ 

 

 

評価指標 現状値（H29） 目標値 

週１回以上スポーツやレクレーションをしている人の割合

（30歳代） 
32.9％ 

35％以上 
週１回以上スポーツやレクレーションをしている人の割合

（40歳代） 
30.8％ 

特定健診におけるＨＤＬコレステロール※40未満の人の割合 4.9％ 4.5％未満 

日常生活において歩行又は同等の身体活動を１日１時間以上

実施している人の割合 

男性49.7％ 

女性44.9％ 
50％以上 

 

（１）行政の主な取り組み 

●身体活動の必要性を市民に伝える仕組みづくり 

健診や、健康フェアなど自分の健康状態について気づく機会に、個人にあった運

動などを紹介し、運動等を始めるきっかけづくりに努めます。 

特に、多くの世代で一番取り組みやすい、ウォーキングを推奨していきます。 

●地域・職域との協働による運動推進の支援 

地域や職場など身近な場所で、仲間作りをしながら定期的な運動に取り組むこと

ができるよう、地区まちづくり協議会などの活動や、健康づくりに取り組む企業と

の協働に努めます。良い取り組みを広く周知し、市全体で取り組めるようすすめま

す。 

●健康ビジネスモデルの推進 

地域の企業などと連携し、運動したくなる仕組みづくりに取り組みます。 
 
 

（２）協働の取り組み（家庭、職場、地域の取り組み） 

 

日常生活における家事などでも、積極的に体を動かすよう、家族で

声をかけ合いましょう。 

 

 

従業員の健康増進に向けて、ラジオ体操や職場でのスポーツ活動な

どを継続していきましょう。 

※ HDLコレステロールとは：エイチディーエルコレステロールと読みます。血液中の余分なコレステロールを肝臓に運ぶ役割をして

おり、血液中のコレステロールが増えるのを防いでいるので「善玉コレステロール」と呼ばれています。この値が40㎎/dl未満になる

と、動脈硬化が 進行し、脳卒中や心筋梗塞などを起こしやすくなります。  

家 庭 

職 場 
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地域で一緒に運動する仲間づくりを広げていきましょう。子どもた

ちが安心して戸外で遊べるよう地域で見守りましょう。また、閉じ

こもりがちな方には、地域の活動に積極的に参加してもらえるよう、

周囲が働きかけましょう。 

 

 

（３）ライフステージに応じた健康づくり 

 

全年齢 ○日常生活の中で、体を動かすことを心がけましょう。 

 

妊娠期 

○住まいの周辺を散歩し、地域の新しい発見や地域住民との交流の機

会にしましょう。 
乳児期 

幼児期 

学童期 

○積極的に運動クラブなどに加入し、スポーツを楽しむ習慣を身につ

けましょう。 

思春期 

青年期 
○地域や職場のスポーツ活動に積極的に参加し、一生涯を通じて取り

組めるスポーツを見つけましょう。 

壮年期 ○スポーツ等に取り組む時間のない人は、日常生活の中で、意識的に

体を動かすことを心がけましょう。 

○地域のスポーツ活動やウォーキングなど、社会参加をすすんでしま

しょう。 中年期 

前期高齢期 ○グランドゴルフなど、地域の仲間づくりや社会参加を心がけましょ

う。 

○日常生活の中でも、体を動かすことを心がけ、筋力低下を予防しま

しょう。 後期高齢期 

地 域 



∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽  30  ∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 ３ 休養・こころの健康  

 

 

 目標  環境を整え、十分な休養がとれている人を増やします！ 

 

 

評価指標 現状値（H29） 目標値 

睡眠によって休養が十分とれた人の割合 73.6％ 75％以上 

自殺者数 22人 15人以下 

不登校児童・生徒数 128人 128人以下 

 

 

（１）行政の主な取り組み 

 

●休養・睡眠の必要性を市民に伝える仕組みづくり 

こころの健康を保つために適度な休養と睡眠を確保し、仕事と家庭のバランスの

とれた生活が実現できるよう、普及啓発に努めます。 

 

●子どもの健全なこころの発達への支援 

胎児期から、母親のメンタルヘルスを支援し、子どもたちが十分な愛着形成をし

ながら成長していけるよう、各成長段階に沿った支援を行います。 

 

●学校における自己肯定感を高める教育の推進 

学校における自己形成の学習を継続し、子どもたちが「自分が好きだ」と思える

ように努めます。ゆがんだ自己認識で不必要なダイエットなどで健康を害しないよ

うに、県などと連携し、広域的に取り組みます。 

 

 

（２）協働の取り組み（家庭、職場、地域の取り組み） 

 

家族の団らんの時間づくりを心がけ、気分をリフレッシュする時間

を持ちましょう。 

 

 

働き方改革をすすめ、残業削減に努めましょう。ストレスチェック

後の相談体制や、休業した従業員の職場復帰支援体制を整え、睡眠

や休養がとりやすい環境づくりに努めることが重要です。特に若い

従業員のサポート体制を強化しましょう。  

家 庭 

職 場 
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虐待やいじめの兆候に気を配り、地域で子どもを守りましょう。ま

た、閉じこもりがちな高齢者に声をかけ、サロンやふれあい食堂※

などで地域交流が持てる環境をつくっていきましょう。 

 

 

（３）ライフステージに応じた健康づくり 

 

全年齢 ○適度な睡眠・休養を心がけましょう。 

 

妊娠期 ○リラックスして、よい胎教を心がけましょう。 

乳児期 

○生活リズムを整え、早寝早起きを心がけましょう。 

幼児期 

学童期 

○自分を大切にしましょう。 

○悩みをひとりで抱え込まないようにしましょう。 

思春期 

青年期 
○適度な睡眠・休養を心がけましょう。 

○悩んだ時は、仲間や上司のサポートを受けましょう。 

壮年期 

○無理をせず、睡眠や休養をできるだけとるようにしましょう。 

○こころの不調を感じた場合には、早めの受診を心がけましょう。 

中年期 

前期高齢期 

○家庭や地域での役割や生きがいをもちましょう。 

○友人などと話をする機会を定期的に持ちましょう。 

後期高齢期 

※ふれあい食堂とは：掛川市で高齢者の孤食を減らし、引きこもりを防ぎ、人とふれあうことで介護予防に繫げることを目的に、地区

社協などを中心に進めている活動です。かけがわ「生涯お達者市民」推進プロジェクトに位置づけ、地区によっ

ては高齢者だけでなく、子どもなど幅広い世代を対象に展開され始めているものです。 

地 域 



∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽  32  ∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 ４ たばこ・アルコール・薬物  

 

 

 目標  喫煙者を減らし、受動喫煙も防ぎます！ 

 

 

評価指標 現状値（H29） 目標値 

現在たばこを吸っている人の割合 10.7％ 5％以下 

たばこ消費状況 150,699,575本 100,000,000本未満 

お酒を毎日飲む人の割合（男性） 46.2％ 30％以下 

飲酒日の１日あたりの飲酒量が１合以上の人の割合(男性） 46.1％ 25％以下 

 

 

（１）行政の主な取り組み 

 

●受動喫煙防止策の推進 

受動喫煙による健康被害について市民に広く啓発し、家庭、公共施設での禁煙に

努めます。また、禁煙したい人へのサポートを推進していきます。 

 

●アルコール依存症対策、薬物乱用防止対策の推進 

アルコール依存症や薬物依存症の怖さを市民に伝え、予防に努めます。また、患

者会や家族会を周知し、再発の防止に努めます。 

 

●学校における教育の継続・強化 

学校におけるたばこ、アルコール、薬物に関する教育と継続体制維持に努めます。

危険ドラッグなど新たな課題についても取り組む体制の強化に努めます。 

 

 

（２）協働の取り組み（家庭、職場、地域の取り組み） 

 

子どもの将来を考え、たばこやアルコールに対する健康的な接し方

の手本を、家族が示していきましょう。 

 

 

たばこを吸わせない環境づくりや禁煙指導を進めましょう。たばこ

を吸う場合には、他の従業員が受動喫煙にさらされることがないよ

うにしましょう。  

家 庭 

職 場 
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駅、商業施設、飲食店などでの受動喫煙防止対策を進めましょう。

地域でも、薬物乱用防止の知識を広め、危険が潜んでいないか、み

んなで見守っていきましょう。 

 

 

（３）ライフステージに応じた健康づくり 

 

全年齢 ○受動喫煙防止に努めましょう。 

 

妊娠期 ○妊娠中のたばこ・アルコールは、やめましょう。 

乳児期 

○子どものそばでたばこを吸うことはやめましょう。 

幼児期 

学童期 

○たばこ・アルコール・薬物の害を学校や家庭で学びましょう。 

○危険ドラッグなどの誘惑に惑わされないようにしましょう。 

思春期 

青年期 ○アルコールの一気飲みはやめましょう。 

壮年期 

○喫煙者は禁煙に挑戦しましょう。 

○健診結果を見て、必要のある方は、休肝日を設けたり、禁酒に取り

組みましょう。 

○節度ある適度な飲酒を心がけましょう。 

中年期 

前期高齢期 

後期高齢期 

 

地 域 
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 ５ 歯の健康  

 

 

 目標  むし歯や歯周病を減らします！ 

 

 

評価指標 現状値（H29） 目標値 

５歳児歯科調査有病率 38.0％ 30％以下 

１人平均むし歯本数（中学生） 1.13本 1本以下 

食事をよくかんで食べるとき、何でもかんで食べることがで

きる割合 

30年度から 

調査予定 
現状値の10％増加 

 

 

（１）行政の主な取り組み 

 

●フッ素を活用したむし歯対策の継続・推進 

健診でのフッ素塗布、保育園、幼稚園などでのフッ化物洗口などを通じて、むし

歯予防を推進します。 

 

●学校でのむし歯予防教育の継続 

小学校などでの教育により、歯みがきの習慣づけに努めます。 

 

●歯周病対策の推進 

歯周病検診など歯周病予防に関心を持つきっかけづくりに努めます。また、歯周

病に対する正しい知識や、適切なブラッシング方法などの予防対策を市民にわかり

やすく伝えます。 

 

 

（２）協働の取り組み（家庭、職場、地域の取り組み） 

 

歯磨きや口腔ケアを習慣づけ、かかりつけの歯科医院を持ち、定期

的に健診を受け、予防に努めましょう。 

 

 

職場においても、食後の歯磨きが習慣づけられる環境を整えましょ

う。定期的な歯科健診を従業員に促し、歯の健康管理の意識づけを

しましょう。 

 

  

家 庭 

職 場 



第２次掛川市健康増進計画 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽  35  ∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

 

 

正しいブラッシング方法など、健康講座などで地域に浸透させてい

きましょう。 

 

 

 

（３）ライフステージに応じた健康づくり 

 

全年齢 ○かかりつけの歯科医院を持ち、予防に努めましょう。 

 

妊娠期 
○子どもの歯の質、産後の自分の歯の質を良くするための食生活を心

がけましょう。 

乳児期 

○甘いおやつの取り過ぎに注意しましょう。 

○仕上げ磨きをしてもらいましょう。 

幼児期 

学童期 

○正しい歯みがきを習慣化しましょう。 

○砂糖を含む飲食物の適正摂取を心がけましょう。 

思春期 

青年期 
○不規則な生活で、歯みがきがおろそかにならないようにしましょ

う。 

壮年期 

○歯周病検診を受けましょう。 

○歯周病についての知識を持ち、予防を心がけましょう。 

中年期 

前期高齢期 ○口腔内の汚れを誤嚥して肺炎にならないよう、就寝前は清潔にしま

しょう。 

○口の機能（噛む、飲み込む、話す）の維持・向上を心がけましょ

う。 後期高齢期 

 

地 域 
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 ６ こどもの健康  

 

 

 目標  家庭、地域の子育て力をアップし、心豊かでたくましい子どもを育成します！ 

 

 

評価指標 現状値（H29） 目標値 

１歳６か月児健診の受診率 99.8％ 100％ 

１歳６か月児健診の要追跡率 74.7％ 50％以下 

安心して子どもを生み育てられるまちだと思う人の割合 62.7％ 75％以上 

地域の子どもたちが、心身ともに健全に成長していると思う
割合 

70.4％ 75％以上 

中学生のるいそう割合 4.9％ 3％以下 

 

 

（１）行政の主な取り組み 

 

●妊娠期からの支援体制の充実 

母子健康手帳交付時からの関わりを大切に、早期発見・早期対応に努めます。課

題をもった方へ個別に寄り添って支援できる体制の確保をしていきます。 

 

●健全な子育てが行えるように相談体制を強化 

子育て世代包括支援センターを中心に、家庭訪問や子育て相談などを実施し、子

育て不安解消に努めるとともに、仲間づくりなどを推進します。保育園・幼稚園な

どや小中学校と市が密に連携し、早期課題解決に努めます。 

 

●妊娠等費用助成の継続 

不妊治療、不育症治療などの費用助成、また妊婦健診などの費用助成を行い、経

済的支援を継続します。 

 

 

（２）協働の取り組み（家庭、職場、地域の取り組み） 

 

子育てが孤立しないようにしましょう。定期的に健診を受け、子ど

もの育ちを確認しましょう。地域のサロンなどに積極的に参加し、

多くの子どもとふれあいながら、子どもたちを育てていきましょう。 

  

家 庭 
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ワーク・ライフ・バランスの啓発・支援活動を実施し、安心して子

育てができる就労環境づくりを推進しましょう。 

 

 

地域で子育て家庭が孤立しないよう気を配り、地域のサロンなど世

代間交流のできる場をつくっていきましょう。また、各中学校区に

設けられた子ども育成支援協議会の活動を推進していきましょう。 

 

 

（３）ライフステージに応じた健康づくり 

 

全年齢 
○地域の宝である子どもを市民総ぐるみで守り、育てていきましょ

う。 

 

妊娠期 ○必要時相談機関を利用し、健やかに妊娠期を過ごしましょう。 

乳児期 

○定期的に健診を受け、育ちの確認をしましょう。 

○外に出て、自然や友達などとのふれあいを大切にしましょう。 

幼児期 

学童期 ○性についての正しい知識を身につけ、望まない妊娠や性感染症を予

防しましょう。 

○生命の尊さ、子育てを学びましょう。 思春期 

青年期 ○妊娠、出産、育児に関する正しい知識や情報を知り、働く女性・男

性のための出産、育児に関する制度や活動などを適切に利用しまし

ょう。 

○子育てを楽しみましょう。 壮年期 

中年期 

○地域のサロンなど、世代間交流のできる場をつくって、子育てを見

守っていきましょう。 

○学校支援ボランティア、見守りボランティアなど地域の子育て活動

に積極的に参加しましょう。 

前期高齢期 

後期高齢期 

地 域 

職 場 
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 ７ 健康管理  

 

 

 目標  市民の健康意識、健診（検診）の受診率の向上を図ります！ 

 

 

評価指標 現状値（H29） 目標値 

特定健診の受診率 38.1％ 60％以上 

がん検診の受診者数 24,258人 30,000人以上 

 

 

（１）行政の主な取り組み 

 

●市民が自分の健康状態を意識する機会づくり 

ふくしあなど、地域の身近な場所で、健康講座や健康チェックなどの機会を持ち、

自分の健康状態を見直すきっかけづくりに努めます。企業や地域と協働し、健康意

識の向上につながる仕組みづくりに取り組みます。 

 

●健診（検診）体制及び事後フォロー体制の充実 

疾病の早期発見、早期治療に向けて総合健診（検診）化など受けやすい各種検診

事業の充実に努め、健診（検診）受診を広く呼びかけます。要精密者の確実な受診

推奨や生活習慣の改善による疾病重症化予防に努めます。 

 

 

（２）協働の取り組み（家庭、職場、地域の取り組み） 

 

家族がお互いの健康状態に気を配り、食事・運動・健診（検診）・社

会参加を通じて健康づくりに取り組みましょう。 

 

 

職場では、定期的に健康診査を実施し、従業員の健康管理に努めま

しょう。従業員が健康維持に気をつけるよう、健康づくりに関する

情報提供、研修会の開催などを行っていきましょう。 

 

 

地区まちづくり協議会などで、健康づくりに積極的に取り組み、「み

んなの健康はみんなで守る」環境づくりを進めましょう。 

  

家 庭 

職 場 

地 域 
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（３）ライフステージに応じた健康づくり 

 

全年齢 ○自分の健康状態を知り、健康づくりに努めましょう。 

 

妊娠期 ○妊娠初期から定期受診を心がけ、適切な健康管理に努めましょう。 

乳児期 

○適切な時期に、健診や予防接種を受け、重い感染症などの予防に気

をつけましょう。 

幼児期 

学童期 

○規則正しい生活をしましょう。 

○生活習慣病予防や健康づくりについて学びましょう。 

思春期 

青年期 

○職場や地域で行う健康診断や検診などを受け、自分の健康状態を把

握しましょう。 

○健診（検診）でチェックされた問題の改善に取り組みましょう。 

壮年期 

中年期 

前期高齢期 ○かかりつけ医、かかりつけ薬局を持ち、自分の健康について相談し

ましょう。 

○薬に頼りすぎず、健康によい生活習慣を心がけ、健康状態の維持・

向上に努めましょう。 後期高齢期 
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 ８ 地域活動・地域の輪  

 

 

 目標  地域の絆を大切に、みんなの健康はみんなで守る連帯感ある 

まちづくりを進めます！ 

 

評価指標 現状値（H29） 目標値 

お住まいの地域が、人と人とが信頼し助け合える環境になっ

ていると思う人の割合 
65.0％ 70％以上 

地区まちづくり協議会の健康づくりに関する事業数 14件 32件以上 

 

 

（１）行政の主な取り組み 

 

●地域活動の参考になる健康づくり事業の展開 

保健活動推進委員や健康づくり食生活推進員などの活動が地域で活発に進むよう

支援します。地区まちづくり協議会などの健康づくり活動の参考になるような健康

づくり事業を市民に周知していけるよう努めます。 

 

●地域の絆や社会参加の大切さの啓発 

掛川市に残る地域の絆を大切に、地域の強みとしてふくしあを拠点とした健康づ

くりに活かしていきます。健康と地域の絆や社会参加の相関性を市民に啓発して、

地域の財産として残していきます。 

 

 

（２）協働の取り組み（家庭、職場、地域の取り組み） 

 

近所づきあいや地域の行事に進んで参加を心がけましょう。健康づ

くりに関する事業や催しに、積極的に参加しましょう。自分にあっ

た趣味やボランティア活動などを見つけ、仲間づくりに取り組みま

しょう。 

 

 

職場内で、同好会やクラブ活動などを推奨し、絆がはぐくめる環境

の整備をすすめましょう。ハラスメントを予防し、健全な人間関係

の中、仕事に取り組める環境づくりに取り組みましょう。 

  

家 庭 

職 場 
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地域の住民に関心を持ち、過度な負担にならない、ほど良い絆づく

りを心がけましょう。思いやりや助け合いの精神でお互いを支え合

いましょう。多くの方が参加できる地域活動を増やし、誘い合って

参加しましょう。世代を超えて交流を持てる場をつくり、顔の見え

る安心して生活できる地域づくりを促進しましょう。 

 

 

（３）ライフステージに応じた健康づくり 

 

全年齢 ○地域の絆を大切にし、自分の役割を持ちましょう。 

 

妊娠期 

○近所づきあいや地域の行事に進んで参加しましょう。 

○地域の方と交流し、存在を知ってもらいましょう。 
乳児期 

幼児期 

学童期 

○地域の祭典や行事で仲間づくりに取り組みましょう。 

○環境美化活動や防災訓練など、地域活動に進んで参加しましょう。 

思春期 

青年期 

○職場や地域で、ほど良い絆づくりを心がけましょう。 

○いろいろな人との気兼ねのない交流の場や世代を超えた交流の持て

る場をつくっていきましょう。 

壮年期 

中年期 

前期高齢期 ○地域の住民に関心を持ち、負担にならない程度に助け合い、声をか

け合いましょう。 

○進んで地域活動に参加しましょう。 後期高齢期 

地 域 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 第３次かけがわ食育推進計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● コ ラ ム ● 

 

掛川市では、市民が健康づくりに取り組みやすい環境づくりを進めるた

め、｢かけがわ健康応援店｣（栄養成分表示の実施又は野菜たっぷりメニュ

ーの提供をしている飲食店・店舗など）を認定しています。 

認定基準を満たしていないが、今後、栄養成分表示の実施又は野菜たっぷ

りメニューの提供をしたいと考えている飲食店・店舗などには、健康づく

り課栄養士がアドバイスいたします。 

 

 

 

｢かけがわ健康応援店｣は、掛川市の
ホームページで紹介しています。 

認定証、認定マーク交付 
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 目  標  

 

 

 

１ 若い世代への食育 

➡目標 若い世代の食育への関心を高め、適切な食生活を実践する若者を 

増やします！ 

 

２ 多様な暮らしに配慮した食育 

➡目標 共食の場をつくり、豊かな食体験ができる人を増やします！ 

 

３ お達者市民につながる食育 

➡目標 減塩など食生活の改善に取り組み、脳血管疾患による死亡者数を 

減らします！ 

 

４ 食の循環や環境を意識した食育 

➡目標 安心安全な地場産物を活用し、食品ロスに配慮する人を増やします！ 

 

５ 食文化の継承につなげる食育 

➡目標 茶文化、行事食や伝統料理を次世代に伝えていきます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の 

散歩で広がる 

仲間の輪 

いただきます 

食事はまずは 

野菜から 
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 １ 若い世代への食育  

 

 

 目標  若い世代の食育への関心を高め、適切な食生活を実践する若者を増やします！ 

 

 

評価指標 現状値（H29） 目標値 

ほとんど毎日朝食を食べる人の割合（小４） 95.5％ 98％以上 

ほとんど毎日朝食を食べる人の割合（中１） 92.7％ 95％以上 

家で食事の手伝いをする人の割合（小４） 82.9％ 90％以上 

家で食事の手伝いをする人の割合（中１） 76.9％ 80％以上 

栄養バランスに気をつけている人の割合（20代） 54.9％ 65％以上 

 

 

（１）行政の主な取り組み 

 

●小中高生などへの食育の推進 

小学校、中学校、高校などと連携し、生徒への食育に努め、食への関心を高めま

す。 

 

●次世代につなげる若い世代への食育の充実 

離乳食教室などを通じて、親世代への食育の関心を高めるよう努めます。家庭で

の食の継承のない親世代にも支援できるよう体制を強化します。 

 

●幼児期における食育の継続・強化 

幼稚園や保育園などでの食育を大切にし、継続的な教育体制が確保できるよう努

めます。 

 

 

（２）協働の取り組み（家庭、職場、地域の取り組み） 

 

朝食を欠食しないように、無理なく簡単に摂取できるものなどの工

夫をしましょう。学生のうちに、食事の手伝いをする機会をできる

だけつくりましょう。 

  

家 庭 
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社員食堂などで、ヘルシーメニューの提供や表示の活用など、健康

に良い食習慣の啓発に努めましょう。 

 

 

若者が参加しやすい地域で身近な料理教室を企画しましょう。 

 

 

 

（３）ライフステージに応じた健康づくり 

 

全年齢 ○１日3食、バランスよく食べることを心がけましょう。 

 

妊娠期 
○食の大切さに気づき、子育てにおける食習慣の基盤づくりを学びま

しょう。 

乳児期 
○見て、触って、味わって、よく噛んで、自分で食べる力をはぐくみ

ましょう。 

幼児期 ○お手伝いを通して、料理をつくる楽しさを身につけましょう。 

学童期 

○朝食をとる習慣を継続しましょう。 

○料理を作る技術と楽しみを身につけましょう。 

思春期 

青年期 
○バランスのとれた食事を自分で選択できるようにしましょう。 

○朝食が毎日摂れるよう、心がけましょう。 

壮年期 

○育児期にあたる人は、子どものために成長・発育に配慮した食事を

作るようにしましょう。 

○家庭や地域で食育の担い手となり、次世代を育てていきましょう。 

中年期 

前期高齢期 

後期高齢期 

職 場 

地 域 
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 ２ 多様な暮らしに配慮した食育  

 

 

 目標  共食の場をつくり、豊かな食体験ができる人を増やします！ 

 

 

評価指標 現状値（H29） 目標値 

家族そろって食事をするようにしている人の割合（小４） 75.9％ 80％以上 

家族そろって食事をするようにしている人の割合（中１） 72.8％ 80％以上 

地域でのふれあい食堂の数 24か所 30か所以上 

 

 

（１）行政の主な取り組み 

 

●共食の有益性の周知 

コミュニケーションや豊かな食体験につながる共食を通じた食育の推進に努めま

す。 

 

●ふれあい食堂など地域活動の支援 

作って、食べて、伝え合う、共食の楽しさなどを広く市民に伝え、地域で共食の

場をつくる活動が広がるよう支援します。 

 

 

（２）協働の取り組み（家庭、職場、地域の取り組み） 

 

ご近所・友人同士で家やお店などに集まって、気がねなく食事をす

る機会を増やしましょう。 

 

 

従業員同士で食事をとるコミュニケーション豊かな食体験のできる

環境を整えましょう。 

 

 

 

  

家 庭 

職 場 
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公会堂等を利用してのふれあい食堂など、幅広い世代が集う共食の

場をつくり、地域の絆を深めましょう。 
 

 

 

（３）ライフステージに応じた健康づくり 

 

全年齢 ○家族や仲間と楽しく食卓を囲む機会を増やしましょう。 

 

妊娠期 

○友人同士で家やお店などに集まって、気がねなく食事をする機会を

持ちましょう。 

○地域や学校などの行事に進んで参加し、コミュニケーション豊かな

食体験ができるように心がけましょう。 

○家族や仲間と食卓を囲むことを大切にし、食に関するマナーや作法

を学びましょう。 

乳児期 

幼児期 

学童期 

思春期 

青年期 

○ご近所・友人・職場の仲間同士などで、家やお店などに集まって、

気がねなく食事をする機会を持ちましょう。 

○地域にいる様々な人が集える共食の場を、地域や企業、ボランティ

ア団体などで作っていきましょう。 

○ワーク・ライフ・バランスを意識し、家族揃って食事をする機会を

増やしましょう。 

壮年期 

中年期 

前期高齢期 

後期高齢期 

 

 

地 域 
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 ３ お達者市民につながる食育  

 

 

目標  減塩など食生活の改善に取り組み、脳血管疾患による 
死亡者数を減らします！ 

 

評価指標 現状値（H29） 目標値 

脳血管疾患による死亡数 106人 100人以下 

特定健診におけるHbA1c※5.6以上の人の割合 62.4％ 50％以下 

安全な食材を使うようにしている割合（小４保護者） 45.6％ 50％以上 

栄養バランスに気をつけている人の割合 68.4％ 70％以上 

かけがわ健康応援店 30店 100店以上 

 

 

（１）行政の主な取り組み 

 

●減塩対策の強化 

「脳卒中Ｎｏ！大作戦」として、脳血管疾患予防に努めます。その第一の対策と

して、減塩対策の推進に取り組みます。 

●生活習慣病予防や改善のための食育の推進 

健康寿命を延ばすための食生活に関する情報を市民に広く周知するよう努めます。 

●１日に両手３杯分の野菜（350ｇ）の摂取推進 

１食に120ｇ以上野菜のとれる（野菜いっぱい）メニューのある、「かけがわ健

康応援店」を増やすなど、野菜摂取の推進に努めます。 
 
 

（２）協働の取り組み（家庭、職場、地域の取り組み） 

 

薄味、減塩に気をつけて、1日の塩分摂取量の目標に近づくように

しましょう。野菜のおかずを増やしましょう。 

 

 

社員食堂などでも、調味料のかけ過ぎや漬け物の取り過ぎに注意で

きるよう、働きかけをしましょう。また、野菜メニューの提供など、

野菜摂取を促しましょう。 

※HbA1cとは：ヘモグロビンエーワンシーと読みます。過去約１～２か月の平均的な血糖の状態がわかり、通常時の血糖レベルの判

定に使われます。この値が5.6％以上になると、平均的な血糖値が高く、糖尿病の危険性があるといえます。  

家 庭 

職 場 
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伝達講習やみそ汁塩分測定など、健康づくり食生活推進員などによ

る活動を活用し、正しい知識や減塩対策、野菜料理を学ぶ機会をつ

くっていきましょう。 

 

 

（３）ライフステージに応じた健康づくり 

 

全年齢 
○減塩を意識したバランスのよい食生活、１日に両手３杯分の野菜摂

取を心がけましょう。 

 

妊娠期 

○食材本来の味を生かした薄味で食べる習慣を身につけましょう。 

○好き嫌いなく、何でも食べましょう。 

○よく噛んで味わって食べる習慣を身につけましょう。 

乳児期 

幼児期 

学童期 

思春期 

青年期 

○減塩のために調味料をかけ過ぎないようにしましょう。 

○野菜から食べることを心がけましょう。 
壮年期 

中年期 

前期高齢期 ○食事内容が偏らないよう、いろいろな食品を取るよう心がけましょ

う。特に筋肉の維持に大切な肉、魚、豆、卵などのたんぱく質が不

足しないように気をつけましょう。 後期高齢期 

  

地 域 
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 ４ 食の循環や環境を意識した食育  

 

 

 目標  安心安全な地場産物を活用し、食品ロスに配慮する人を増やします！ 

 

 

評価指標 現状値（H29） 目標値 

学校給食における地場産物を使用する割合 51.8％ 55％以上 

できるだけ地元の食材を使うようにしている割合（小４保護

者） 
32.7％ 40％以上 

市民農園利用件数 229件 300件以上 

生ごみ処理器普及推進数 H32調査予定 年500人以上 

 

 

（１）行政の主な取り組み 

 

●学校給食での地場産物の活用 

学校給食における地場産物、国産食材の使用を推進していきます。 

 

●食品ロス削減、生ごみ再生利用の推進 

食品ロスの削減に向け、自然の恵み（太陽・水・土・空気）と食（生産者・料理

人）に感謝し、料理を残さず食べきるなど、市民への啓発（食育）に努めます。生

ごみの活用方法などの周知活動を推進していきます。 

 

●市民農園の活用推進 

市民農園等を活用し、農業の大切さ、食品の安心安全について市民が学ぶ場を広

げていけるよう努めます。 

 

 

（２）協働の取り組み（家庭、職場、地域の取り組み） 

 

安心安全な食品を選択するよう知識を深めましょう。市民農園、家

庭菜園などで、食べ物の循環を知り、環境に優しい生活を心がけま

しょう。食材は必要以上に買わないようにしましょう。 

 

地産地消運動の取り組みを推進しましょう。安心安全な農作物が地

域に提供できる仕組みづくりや、地場産物を活用した食材の開発で

地域の活性化を図りましょう。掛川の農業を維持していきましょう。  

家 庭 

職 場 
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地場産野菜販売コーナーの活用など地産地消運動を推進しましょう。

農業体験などを通じて、安心安全な食品や食の大切さを伝える講座

などを地域で開催し、食への理解を深めましょう。生ごみの活用方

法などを地域で広めていきましょう。 

 

 

（３）ライフステージに応じた健康づくり 

 

全年齢 ○地場産物の活用を心がけ、環境へも配慮しましょう。 

 

妊娠期 

○食品表示などに関心をもち、食品の安心安全について学びましょ

う。 
乳児期 

幼児期 

学童期 

○給食を通じて、地場産物に関心をもちましょう。 

○野菜などの栽培の体験を通じて、食べ物の循環を意識しましょう。 

思春期 

青年期 

○食品表示を見て、安心安全な食品を選びましょう。 

○市民農園や家庭菜園などで、農業体験をし、食の循環を意識してい

きましょう。 

○地場産野菜販売コーナーなどを活用し、地産地消をすすめましょ

う。 

○食品ロスを削減すると共に、生ごみの活用方法を学びましょう。 

壮年期 

中年期 

前期高齢期 

後期高齢期 

地 域 
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 ５ 食文化の継承につなげる食育  

 

 

 目標  茶文化、行事食や伝統料理を次世代に伝えていきます！ 

 

 

評価指標 現状値（H29） 目標値 

健康づくり食生活推進協議会会員数 152人 160人以上※ 

食生活推進員による伝達講習会受講者数 1,428人 1,600人以上 

※16地区（ブロック）で活動、各々で活動を継続できる人材を確保したい。 

 

 

（１）行政の取り組み 

 

●健康づくり食生活推進協議会の活動支援 

食育セミナーを毎年開催し、健康づくり食生活推進員を養成し、各地域で活躍し

ていただけるよう支援します。 

 

●学校給食を活用した茶文化・行事食・伝統料理の伝承 

学校給食でのお茶の提供を継続し、緑茶を飲む習慣がつくよう努めます。 

給食における行事食や伝統料理の提供を継続し、子どもたちへ食育の場を提供し

ていくよう努めます。 

 

●緑茶効用の啓発、緑茶毎日摂取の推進 

市民に緑茶の効用を周知し、緑茶の摂取推進に努めます。 

 

 

（２）協働の取り組み（家庭、職場、地域の取り組み） 

 

料理をする習慣をつけましょう。行事食や伝統料理を大切に、家庭

でも伝承していきましょう。また、毎日緑茶を飲む習慣も大切にし

ましょう。 

 

 

食品産業や飲食店では、行事食・伝統料理を活用し、地域の食育に

貢献しましょう。職場でお茶を飲む環境をつくりましょう。 

 

  

家 庭 

職 場 



第３次かけがわ食育推進計画 
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料理教室などに進んで参加し、伝統料理などを学んでいきましょう。

地域でのサロン活動などで、緑茶、行事食、伝統料理を提供し、普

及・伝承の場としていきましょう。 

 

 

（３）ライフステージに応じた健康づくり 

 

全年齢 
○掛川の茶文化、行事食や伝統料理を次世代に伝承していきましょ

う。 

 

妊娠期 

○季節感を意識し、行事食や伝統料理などを楽しみましょう。 

○家庭に伝承されている味を大切にしていきましょう。 
乳児期 

幼児期 

学童期 

○家庭や地域や給食で、茶文化、行事食や伝統料理を学びましょう。

また、地域で行われている料理教室に参加しましょう。 

○料理をする習慣を身につけ、行事食や伝統料理にも挑戦しましょ

う。 

思春期 

青年期 

壮年期 

○料理教室などに進んで参加しましょう。 

○地域のサロンなどで、みんなで緑茶や行事食を楽しみましょう。 

○家庭や地域で、茶文化、行事食や伝統料理を伝えていきましょう。 

中年期 

前期高齢期 

後期高齢期 

 

地 域 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 計画の推進 
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 １ 推進体制の確保  

 

（１）行政の推進体制 

 

この計画は、「生涯お達者市民」を増やすため、行政だけでなく、家庭、職場、地域の協働した

取り組みで、市民の健康や食育に関する意識を高め、自発的な活動を推進するためのものです。 

健康増進と食育推進を進めるため、健康づくり課のみならず、関係部局が連携して活動ができ

る体制の強化を図ります。 

 

（２）家庭、職場、地域との協働 

 

本計画を進めるにあたり、健康づくりの主体となる個人や家庭、職場（企業）や地域（自治会、

地区まちづくり協議会、地区福祉協議会など各種団体）がそれぞれの役割を果たしながら連携し

て推進することが大切です。そのため、本計画の市民への周知を図るとともに、関係機関、関係

団体との連携を強化し、協働した健康づくりによる「生涯お達者市民」の増加をめざします。 

 

（３）計画の進行管理体制 

 

健康づくり推進協議会を毎年２回開催し、保健活動報告や、健康増進計画と食育推進計画の評

価報告をし、事業に対する意見を募っていきます。また、食育連絡会を毎年1回以上開催し、食育

推進計画の評価報告、情報共有、意見交換を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病気予防 

毎日飲もう 

掛川茶！ 

地域の行事に 

進んで参加！ 

心も体も笑顔も 

ピカピカ 
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～ かけがわ生涯お達者市民推進プラン ～ 

 

 
＜基本目標＞ 
（目標）生涯お達者市民が大勢いるまちをめざして、健康で生きがいをもって暮らしていると思う市民

を増やします。 

 

評価指標 
当初値 

（H29） 
現状値 目標値 データ出典 

自立高齢者の割合 84.6％  85.6％ 
健康長寿課介護認定係（Ｈ28） 

（65歳以上人口-介護認定者数/65歳以上人
口の割合） 

健康で生きがいをもって暮らしている

と思う市民の割合 
63.6％  80.0％ 

市民意識調査 

「思う」「まあ思う」（Ｈ29） 

 

 

 

 

かけがわ生涯お達者市民宣言 

 

掛川市では、子どもから高齢者まで「生涯にわたり、健康で生きがいをもち、自立して

生活を送る市民」を「生涯お達者市民」と名づけました。 

私たちが生涯をお達者で過ごすためには、子どものころから健康について学び、よりよ

い生活習慣や食生活、運動、社会参加を実践し続けることが大切です。 

さあ、健康づくりに、家庭や地域、学校や企業、市民団体や行政などが協働して取り組

もうではありませんか。そして、みんなの健康をみんなでつくっていきましょう。 

ここに、私たちは、市民総ぐるみで「生涯お達者市民」を目指すことを宣言します。 

平成 29年５月 23日宣言 
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～ 第２次掛川市健康増進計画 目標・現状と課題・取り組みのポイント ～ 

 

 

１ 栄養・食生活 
（目標）若い世代からの健康寿命の延伸につながる食育への関心を高めます！ 
（現状と課題） 

・食育の認知度は未だ低い。特に高校生や20歳代など若い世代の認知度・関心度が低くなってい
る。 

・１日２回以上バランスの良い食事を毎日食べている人が20～30歳代で少ない。 
・１日に両手３杯分の野菜（350ｇ）を摂取できている人が0.0～5.2％と少ない。 

（取り組みのポイント） 
・１日３食バランスのとれた食事を心がけましょう。 

行政、家庭、職場、地域が連携した取り組み 

行政 家庭 職場 地域 

・幼児期、小中高生、
親世代などへの食育
の推進 

・朝食を毎日食べるこ
とや減塩、両手３杯
分の野菜摂取の推進 

朝食を毎日食べ、１日
３食バランスのとれた
食事を心がけましょ
う。学生のうちに、自
分で食事を作る機会を
持ちましょう。 

社員食堂などで、ヘル
シーメニューの提供や
表示の活用など、健康
に良い食習慣の啓発に
務めましょう。 

健康づくり食生活推進
員による伝達講習など
に進んで参加し、健康
的なメニューを学びま
しょう。地域の身近な
場を利用した共食の場
づくりに努め、若い世
代から高齢者までが集
って、絆を深めたり、
健康食を伝授していき
ましょう。 

 

評価指標 
当初値 

（H29） 
現状値 目標値 データ出典 

ほとんど毎日朝食を食べる人の割合

（中１） 
92.7％  95％以上 

学務課：食生活アンケート 

（中１）（Ｈ28） 

栄養バランスに気をつけている人の割

合 
68.4％  70％以上 

市民意識調査 

「思う」「まあ思う」（Ｈ29） 

家で食事の手伝いをする人の割合 

（中１） 
76.9％  80％以上 

学務課：食生活アンケート 

「よくする」「ときどきする」 
（中１）（Ｈ28） 
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２ 身体活動・運動 
（目標）体を動かす機会を積極的につくり、健康長寿の市民を増やします！ 
（現状と課題） 

・１日１時間以上身体活動を実施している人は、30～40歳代が少ない。 
・子どもの平日の外遊び時間は、休日に比べ時間数が少なく、外遊びをしない子も多い。 

（取り組みのポイント） 
・日常生活の中で、体を動かすことを心がけましょう。 

行政、家庭、職場、地域が連携した取り組み 

行政 家庭 職場 地域 

・身体活動の必要性を
市民に伝える仕組み
づくり 

・地域・職域との協働
による運動推進の支
援 

・健康ビジネスモデル
の推進 

日常生活における家事
などでも、積極的に体
を動かすよう、家族で
声をかけ合いましょ
う。 

従業員の健康増進に向
けて、ラジオ体操や職
場でのスポーツ活動な
どを継続していきまし
ょう。 

地域で一緒に運動する
仲間づくりを広げてい
きましょう。子どもた
ちが安心して戸外で遊
べるよう地域で見守り
ましょう。また、閉じ
こもりがちな方には、
地域の活動に積極的に
参加してもらえるよ
う、周囲が働きかけま
しょう。 

 

評価指標 
当初値 

（H29） 
現状値 目標値 データ出典 

週１回以上スポーツやレクレーション

をしている人の割合（30歳代） 
32.9％  

35％以上 市民意識調査「している」（Ｈ29） 
週１回以上スポーツやレクレーション

をしている人の割合（40歳代） 
30.8％  

特定健診におけるＨＤＬコレステロー

ル40未満の人の割合 
4.9％  4.5％未満 特定健診法定報告結果 

日常生活において歩行又は同等の身体

活動を１日１時間以上実施している人

の割合 

男性49.7％ 

女性44.9％ 
 50％以上 特定健診法定報告結果 
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３ 休養・こころの健康 
（目標）環境を整え、十分な休養が取れている人を増やします！ 
（現状と課題） 

・若い方も、睡眠によって十分な休養がとれていない方が多い。 
・最近１か月に不安や悩みごとでストレスを感じたことがあった方が働く世代で多かった。 

（取り組みのポイント） 
・適度な睡眠・休養を心がけましょう。 

行政、家庭、職場、地域が連携した取り組み 

行政 家庭 職場 地域 

・休養・睡眠の必要性
を市民に伝える仕組
みづくり 

・子どもの健全なここ
ろの発達への支援 

・学校における自己肯
定感を高める教育の
推進 

家族の団らんの時間づ
くりを心がけ、気分を
リフレッシュする時間
を持ちましょう。 

働き方改革をすすめ、
残業削減に努めましょ
う。ストレスチェック
後の相談体制や、休業
した従業員の職場復帰
支援体制を整え、睡眠
や休養がとりやすい環
境づくりに努めること
が重要です。特に若い
従業員のサポート体制
を強化しましょう。 

虐待やいじめの兆候に
気を配り、地域で子ど
もを守りましょう。ま
た、閉じこもりがちな
高齢者に声をかけ、サ
ロンやふれあい食堂な
どで地域交流が持てる
環境をつくっていきま
しょう。 

 

評価指標 
当初値 

（H29） 
現状値 目標値 データ出典 

睡眠によって休養が十分とれた人の割

合 
73.6％  75％以上 特定健診法定報告結果 

自殺者数 22人  15人以下 
福祉課：人口動態統計調査 

（Ｈ28） 

不登校児童・生徒数 128人  128人以下 学校教育課（Ｈ28） 
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４ たばこ・アルコール・薬物 
（目標）喫煙者を減らし、受動喫煙も防ぎます！ 
（現状と課題） 

・20代以上の一般回答者の家庭より、子どもがいる家庭の方が同居者に喫煙者が多い。中学 
生、高校生になると、子どもの近くで吸っている家庭も多くなる。 

・職場や飲食店で、受動喫煙を受けた人が多い。 
（取り組みのポイント） 

・受動喫煙防止に努めましょう。 

行政、家庭、職場、地域が連携した取り組み 

行政 家庭 職場 地域 

・受動喫煙防止策の推
進 

・アルコール依存症対
策、薬物乱用防止対
策の推進 

・学校における教育の
継続・強化 

子どもの将来を考え、
たばこやアルコールに
対する健康的な接し方
の手本を、家族が示し
ていきましょう。 

たばこを吸わせない環
境づくりや禁煙指導を
進めましょう。たばこ
を吸う場合には、他の
従業員が受動喫煙にさ
らされることがないよ
うにしましょう。 

駅、商業施設、飲食店
などでの受動喫煙防止
対策を進めましょう。
地域でも、薬物乱用防
止の知識を広め、危険
が潜んでいないか、み
んなで見守っていきま
しょう。 

 

評価指標 
当初値 

（H29） 
現状値 目標値 データ出典 

現在たばこを吸っている人の割合 10.7％  5％以下 特定健診法定報告結果 

たばこ消費状況 
150,699,575 

本 
 

100,000,000

本未満 
掛川市統計年鑑（Ｈ28） 

お酒を毎日飲む人の割合（男性） 46.2％  30％以下 特定健診法定報告結果 

飲酒日の１日あたりの飲酒量が１合以

上の人の割合(男性） 
46.1％  25％以下 特定健診法定報告結果 
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５ 歯の健康 
（目標）むし歯や歯周病を減らします！ 
（現状と課題） 

・乳歯の頃から、むし歯をもつ子が県などと比較して多い。 
（取り組みのポイント） 

・かかりつけの歯科医院を持ち、予防に努めましょう。 

行政、家庭、職場、地域が連携した取り組み 

行政 家庭 職場 地域 

・フッ素を活用したむ
し歯対策の継続・推
進 

・学校でのむし歯予防
教育の継続 

・歯周病対策の推進 

歯磨きや口腔ケアを習
慣づけ、かかりつけの
歯科医院を持ち、定期
的に健診を受け、予防
に努めましょう。 

職場においても、食後
の歯磨きが習慣づけら
れる環境を整えましょ
う。定期的な歯科健診
を従業員に促し、歯の
健康管理の意識づけを
しましょう。 

正しいブラッシング方
法など、健康講座など
で地域に浸透させてい
きましょう。 

 

評価指標 
当初値 

（H29） 
現状値 目標値 データ出典 

５歳児歯科調査有病率 38.0％  30％以下 
静岡県市町別健康指標５歳児歯科調査結果 

（Ｈ27）静岡県総合健康センター 

１人平均むし歯本数（中学生） 1.13本  1本以下 
児童生徒の体格・疾病（小笠地区学校保健

会養護教諭部）（Ｈ28） 

食事をよくかんで食べるとき、何でも

かんで食べることができる割合 

30年度から 

調査予定 
 

現状値の

10％増加 
特定健診法定報告結果 
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６ こどもの健康 
（目標）家庭、地域の子育て力をアップし、心豊かでたくましい子どもを育成します！ 
（現状と課題） 

・母子健康手帳交付時から支援するケースが増加傾向にある。 
・1歳6か月児健診でのフォロー率が上がっている。 

（取り組みのポイント） 
・地域の宝である子どもを市民総ぐるみで守り、育てていきましょう。 

行政、家庭、職場、地域が連携した取り組み 

行政 家庭 職場 地域 

・妊娠期からの支援体
制の充実 

・健全な子育てが行え
るように相談体制を
強化 

・妊娠等費用助成の継
続 

子育てが孤立しないよ
うにしましょう。定期
的に健診を受け、子ど
もの育ちを確認しまし
ょう。地域のサロンな
どに積極的に参加し、
多くの子どもとふれあ
いながら、子どもたち
を育てていきましょ
う。 

ワーク・ライフ・バラ
ンスの啓発・支援活動
を実施し、安心して子
育てができる就労環境
づくりを推進しましょ
う。 

地域で子育て家庭が孤
立しないよう気を配
り、地域のサロンなど
世代間交流のできる場
をつくっていきましょ
う。また、各中学校区
に設けられた子ども育
成支援協議会の活動を
推進していきましょ
う。 

 

評価指標 
当初値 

（H29） 
現状値 目標値 データ出典 

１歳６か月児健診の受診率 99.8％  100％ 保健活動報告書（Ｈ28） 

１歳６か月児健診の要追跡率 74.7％  50％以下 保健活動報告書（Ｈ28） 

安心して子どもを生み育てられるまち
だと思う人の割合 

62.7％  75％以上 
市民意識調査 

「思う」「まあ思う」（Ｈ29） 

地域の子どもたちが、心身ともに健全
に成長していると思う割合 

70.4％  75％以上 
市民意識調査 

「思う」「まあ思う」（Ｈ29） 

中学生のるいそう割合 4.9％  3％以下 
児童生徒の体格・疾病（小笠地区学校保健

会養護教諭部）（Ｈ28） 
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７ 健康管理 
（目標）市民の健康意識、健診（検診）の受診率の向上を図ります！ 
（現状と課題） 

・特定健診の受診率が国の目標に達成していない。 
・がん検診の受診者数が減っている。 

（取り組みのポイント） 
・自分の健康状態を知り、健康づくりに努めましょう。 

行政、家庭、職場、地域が連携した取り組み 

行政 家庭 職場 地域 

・市民が自分の健康状
態を意識する機会づ
くり 

・健診（検診）体制及
び事後フォロー体制
の充実 

家族がお互いの健康状
態に気を配り、食事・
運動・健診（検診）・
社会参加を通じて健康
づくりに取り組みまし
ょう。 

職場では、定期的に健
康診査を実施し、従業
員の健康管理に努めま
しょう。従業員が健康
維持に気をつけるよ
う、健康づくりに関す
る情報提供、研修会の
開催などを行っていき
ましょう。 

地区まちづくり協議会
などで、健康づくりに
積極的に取り組み、
「みんなの健康はみん
なで守る」環境づくり
を進めましょう。 

 

評価指標 
当初値 

（H29） 
現状値 目標値 データ出典 

特定健診の受診率 38.1％  60％以上 特定健診法定報告結果 

がん検診の受診者数 24,258人  
30,000人 

以上 
保健活動報告書（Ｈ28） 
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８ 地域活動・地域の輪 
（目標）地域の絆を大切に、みんなの健康はみんなで守る連帯感あるまちづくりを進めます！ 
（現状と課題） 

・居住地域の人々は互いに助け合っていると思う方が半数以上あった。 
（取り組みのポイント） 

・地域の絆を大切にし、自分の役割を持ちましょう。 

行政、家庭、職場、地域が連携した取り組み 

行政 家庭 職場 地域 

・地域活動の参考にな
る健康づくり事業の
展開 

・地域の絆や社会参加
の大切さの啓発 

近所づきあいや地域の
行事に進んで参加を心
がけましょう。健康づ
くりに関する事業や催
しに、積極的に参加し
ましょう。自分にあっ
た趣味やボランティア
活動などを見つけ、仲
間づくりに取り組みま
しょう。 

職場内で、同好会やク
ラブ活動などを推奨
し、絆がはぐくめる環
境の整備をすすめまし
ょう。ハラスメントを
予防し、健全な人間関
係の中、仕事に取り組
める環境づくりに取り
組みましょう。 

地域の住民に関心を持
ち、過度な負担になら
ない、ほど良い絆づく
りを心がけましょう。
思いやりや助け合いの
精神でお互いを支え合
いましょう。多くの方
が参加できる地域活動
を増やし、誘い合って
参加しましょう。世代
を超えて交流を持てる
場をつくり、顔の見え
る安心して生活できる
地域づくりを促進しま
しょう。 

 

評価指標 
当初値 

（H29） 
現状値 目標値 データ出典 

お住まいの地域が、人と人とが信頼し

助け合える環境になっていると思う人

の割合 

65.0％  70％以上 
市民意識調査 

「思う」「まあ思う」（Ｈ29） 

地区まちづくり協議会の健康づくりに

関する事業数 
14件  32件以上 生涯学習協働推進課（Ｈ28） 
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～ 第２次掛川市健康増進計画 ライフステージに応じた健康づくり ～ 

 １ 栄養・食生活 

 

２ 身体活動・運動 

 

３ 休養・こころの健康 

 

４ たばこ・アルコール・

薬物 

全
年
齢 

○１日３食バランスのとれ
た食事を心がけましょ

う。 

○日常生活の中で、体を動
かすことを心がけましょ

う。 

○適度な睡眠・休養を心が
けましょう。 

○受動喫煙防止に努めまし
ょう。 

妊
娠
期 

○食の大切さに気づき、子

育てにおける食習慣の基
盤づくりを学びましょ
う。 

○うす味に慣れましょう。 

○住まいの周辺を散歩し、
地域の新しい発見や地域
住民との交流の機会にし

ましょう。 

○リラックスして、よい胎

教を心がけましょう。 

○妊娠中のたばこ・アルコ

ールは、やめましょう。 

乳
児
期 

○離乳食・幼児食を通じて
いろいろな食べ物のおい
しさを知りましょう。 

○生活リズムを整え、早寝
早起きを心がけましょ
う。 

○子どものそばでたばこを
吸うことはやめましょ
う。 

幼
児
期 

学
童
期 

○朝食をとる習慣を継続し
ましょう。 

○健康と栄養について学
び、料理を作る技術や楽
しみを身につけましょ

う。 

○積極的に運動クラブなど

に加入し、スポーツを楽
しむ習慣を身につけまし
ょう。 

○自分を大切にしましょ

う。 
○悩みをひとりで抱え込ま
ないようにしましょう。 

○たばこ・アルコール・薬
物の害を学校や家庭で学

びましょう。 
○危険ドラッグなどの誘惑
に惑わされないようにし

ましょう。 
思
春
期 

青
年
期 

○バランスのとれた食事を
自分で選択できるように
しましょう。 

○朝食を欠食しないよう
に、工夫しましょう。 

○地域や職場のスポーツ活
動に積極的に参加し、一
生涯を通じて取り組める

スポーツを見つけましょ
う。 

○適度な睡眠・休養を心が
けましょう。 

○悩んだ時は、仲間や上司

のサポートを受けましょ
う。 

○アルコールの一気飲みは
やめましょう。 

壮
年
期 

○塩分、脂肪の取り過ぎに
注意しましょう。 

○野菜から食べることを心

がけましょう。 
○健診結果などを踏まえ
て、身体活動、体調に合

った食生活を学び、実践
していきましょう。 

○スポーツ等に取り組む時
間のない人は、日常生活

の中で、意識的に体を動
かすことを心がけましょ
う。 

○地域のスポーツ活動やウ
ォーキングなど、社会参
加をすすんでしましょ

う。 

○無理をせず、睡眠や休養
をできるだけとるように

しましょう。 
○こころの不調を感じた場
合には、早めの受診を心

がけましょう。 ○喫煙者は禁煙に挑戦しま

しょう。 
○健診結果を見て、必要の
ある方は、休肝日を設け

たり、禁酒に取り組みま
しょう。 

○節度ある適度な飲酒を心

がけましょう。 

中
年
期 

前
期
高
齢
期 

○食事内容が偏らないよ

う、地域の共食の場など
に進んで参加し、いろい
ろな食品を取るように心

がけましょう。 
○筋肉の維持に大切な肉、
魚、豆などのたんぱく質

が不足しないように気を
つけましょう。 

○グランドゴルフなど、地
域の仲間づくりや社会参
加を心がけましょう。 

○日常生活の中でも、体を
動かすことを心がけ、筋
力低下を予防しましょ

う。 

○家庭や地域での役割や生
きがいをもちましょう。 

○友人などと話をする機会
を定期的に持ちましょ
う。 

後
期
高
齢
期 
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 ５ 歯の健康 

 

６ こどもの健康 

 

７ 健康管理 

 

８ 地域活動・地域の輪 

 

全
年
齢 

○かかりつけの歯科医院を

持ち、予防に努めましょ

う。 

○地域の宝である子どもを

市民総ぐるみで守り、育

てていきましょう。 

○自分の健康状態を知り、

健康づくりに努めましょ

う。 

○地域の絆を大切にし、自

分の役割を持ちましょ

う。 

妊
娠
期 

○子どもの歯の質、産後の

自分の歯の質を良くする

ための食生活を心がけま

しょう。 

○必要時相談機関を利用

し、健やかに妊娠期を過

ごしましょう。 

○妊娠初期から定期受診を

心がけ、適切な健康管理

に努めましょう。 

○近所づきあいや地域の行

事に進んで参加しましょ

う。 

○地域の方と交流し、存在

を知ってもらいましょ

う。 

乳
児
期 ○甘いおやつの取り過ぎに

注意しましょう。 

○仕上げ磨きをしてもらい

ましょう。 

○定期的に健診を受け、育

ちの確認をしましょう。 

○外に出て、自然や友達な

どとのふれあいを大切に

しましょう。 

○適切な時期に、健診や予

防接種を受け、重い感染

症などの予防に気をつけ

ましょう。 幼
児
期 

学
童
期 ○正しい歯みがきを習慣化

しましょう。 

○砂糖を含む飲食物の適正

摂取を心がけましょう。 

○性についての正しい知識

を身につけ、望まない妊

娠や性感染症を予防しま

しょう。 

○生命の尊さ、子育てを学

びましょう。 

○規則正しい生活をしまし

ょう。 

○生活習慣病予防や健康づ

くりについて学びましょ

う。 

○地域の祭典や行事で仲間

づくりに取り組みましょ

う。 

○環境美化活動や防災訓練

など、地域活動に進んで

参加しましょう。 
思
春
期 

青
年
期 

○不規則な生活で、歯みが

きがおろそかにならない

ようにしましょう。 

○妊娠、出産、育児に関す

る正しい知識や情報を知

り、働く女性・男性のた

めの出産、育児に関する

制度や活動などを適切に

利用しましょう。 

○子育てを楽しみましょ

う。 

○職場や地域で行う健康診

断や検診などを受け、自

分の健康状態を把握しま

しょう。 

○健診（検診）でチェック

された問題の改善に取り

組みましょう。 

○職場や地域で、ほど良い

絆づくりを心がけましょ

う。 

○いろいろな人との気兼ね

のない交流の場や世代を

超えた交流の持てる場を

つくっていきましょう。 

壮
年
期 ○歯周病検診を受けましょ

う。 

○歯周病についての知識を

持ち、予防を心がけまし

ょう。 中
年
期 

○地域のサロンなど、世代

間交流のできる場をつく

って、子育てを見守って

いきましょう。 

○学校支援ボランティア、

見守りボランティアなど

地域の子育て活動に積極

的に参加しましょう。 

前
期
高
齢
期 

○口腔内の汚れを誤嚥して

肺炎にならないよう、就

寝前は清潔にしましょ

う。 

○口の機能（噛む、飲み込

む、話す）の維持・向上

を心がけましょう。 

○かかりつけ医、かかりつ

け薬局を持ち、自分の健

康について相談しましょ

う。 

○薬に頼りすぎず、健康に

よい生活習慣を心がけ、

健康状態の維持・向上に

努めましょう。 

○地域の住民に関心を持

ち、負担にならない程度

に助け合い、声をかけ合

いましょう。 

○進んで地域活動に参加し

ましょう。 

後
期
高
齢
期 
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～ 第３次かけがわ食育推進計画 目標・現状と課題・取り組みのポイント ～ 

 

 

１ 若い世代への食育 
（目標）若い世代の食育への関心を高め、適切な食生活を実践する若者を増やします！ 
（現状と課題） 

・食育の認知度は未だ低い。特に高校生や20歳代など若い世代の認知度・関心度が低くなってい
る。 

・１日２回以上バランスの良い食事を毎日食べている人が20～30歳代で少ない。 
（取り組みのポイント） 

・１日３食、バランスよく食べることを心がけましょう。 

行政、家庭、職場、地域が連携した取り組み 

行政 家庭 職場 地域 

・小中高生などへの食
育の推進 

・次世代につなげる若
い世代への食育の充
実 

・幼児期における食育
の継続・強化 

朝食を欠食しないよう
に、無理なく簡単に摂
取できるものなどの工
夫をしましょう。学生
のうちに、食事の手伝
いをする機会をできる
だけつくりましょう。 

社員食堂などで、ヘル
シーメニューの提供や
表示の活用など、健康
に良い食習慣の啓発に
努めましょう。 

若者が参加しやすい地
域で身近な料理教室を
企画しましょう。 

 

評価指標 
当初値 

（H29） 
現状値 目標値 データ出典 

ほとんど毎日朝食を食べる人の割合 

（小４） 
95.5％  98％以上 

学務課：食生活アンケート 

（小４）（Ｈ28） 

ほとんど毎日朝食を食べる人の割合 

（中１） 
92.7％  95％以上 

学務課：食生活アンケート 

（中１）（Ｈ28） 

家で食事の手伝いをする人の割合 

（小４） 
82.9％  90％以上 

学務課：食生活アンケート 

「よくする」「ときどきする」 
（小４）（Ｈ29） 

家で食事の手伝いをする人の割合 

（中１） 
76.9％  80％以上 

学務課：食生活アンケート 
「よくする」「ときどきする」 
（中１）（Ｈ28） 

栄養バランスに気をつけている人の割

合（20代） 
54.9％  65％以上 

市民意識調査 

「思う」「まあ思う」（Ｈ29） 
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２ 多様な暮らしに配慮した食育 
（目標）共食の場をつくり、豊かな食体験ができる人を増やします！ 
（現状と課題） 

・夕食を家族とほとんど毎日食べる人が多いが、一世帯あたりの人口は減少している。 
（取り組みのポイント） 

・家族や仲間と楽しく食卓を囲む機会を増やしましょう。 

行政、家庭、職場、地域が連携した取り組み 

行政 家庭 職場 地域 

・共食の有益性の周知 
・ふれあい食堂など地
域活動の支援 

ご近所・友人同士で家
やお店などに集まっ
て、気がねなく食事を
する機会を増やしまし
ょう。 

従業員同士で食事をと
るコミュニケーション
豊かな食体験のできる
環境を整えましょう。 

公会堂等を利用しての
ふれあい食堂など、幅
広い世代が集う共食の
場をつくり、地域の絆
を深めましょう。 

 

評価指標 
当初値 

（H29） 
現状値 目標値 データ出典 

家族そろって食事をするようにしてい

る人の割合（小４） 
75.9％  80％以上 食生活アンケート保護者（Ｈ28） 

家族そろって食事をするようにしてい

る人の割合（中１） 
72.8％  80％以上 食生活アンケート保護者（Ｈ28） 

地域でのふれあい食堂の数 24か所  30か所以上 健康長寿課調べ（地域サロン等） 
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３ お達者市民につながる食育 
（目標）減塩など食生活の改善に取り組み、脳血管疾患による死亡者数を減らします！ 
（現状と課題） 

・男女ともふだん食塩の取り過ぎに気を付けている人がやや少ない。 
・１日に両手３杯分の野菜（350ｇ）を摂取できている人が少ない。 

（取り組みのポイント） 
・減塩を意識したバランスのよい食生活、１日に両手３杯分の野菜摂取を心がけましょう。 

行政、家庭、職場、地域が連携した取り組み 

行政 家庭 職場 地域 

・減塩対策の強化 
・生活習慣病予防や改
善のための食育の推
進 

・1日両手３杯分の野菜
（350g）の摂取推
進 

薄味、減塩に気をつけ
て、1日の塩分摂取量の
目標に近づくようにし
ましょう。野菜のおか
ずを増やしましょう。 

社員食堂などでも、調
味料のかけ過ぎや漬け
物の取り過ぎに注意で
きるよう、働きかけを
しましょう。また、野
菜メニューの提供な
ど、野菜摂取を促しま
しょう。 

伝達講習やみそ汁塩分
測定など、健康づくり
食生活推進員などによ
る活動を活用し、正し
い知識や減塩対策、野
菜料理を学ぶ機会をつ
くっていきましょう。 

 

評価指標 
当初値 

（H29） 
現状値 目標値 データ出典 

脳血管疾患による死亡数 106人  100人以下 人口動態統計（Ｈ27） 

特定健診におけるHbA1c5.6以上の人の 

割合 
62.4％  50％以下 特定健診法定報告結果 

安全な食材を使うようにしている割合 

（小４保護者） 
45.6％  50％以上 

学務課：食生活アンケート 

（小４）（Ｈ28） 

栄養バランスに気をつけている人の割

合 
68.4％  70％以上 

市民意識調査 

「思う」「まあ思う」（Ｈ29） 

かけがわ健康応援店 30店  100店以上 健康づくり課（Ｈ29） 
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４ 食の循環や環境を意識した食育 
（目標）安心安全な地場産物を活用し、食品ロスに配慮する人を増やします！ 
（現状と課題） 

・50代、60代の野菜や果物などの栽培経験が一番少ない。市民農園も活用されている。 
（取り組みのポイント） 

・地場産物の活用を心がけ、環境へも配慮しましょう。 

行政、家庭、職場、地域が連携した取り組み 

行政 家庭 職場 地域 

・学校給食での地場産
物の活用 

・食品ロス削減、生ご
み再生利用の推進 

・市民農園の活用推進 

安心安全な食品を選択
するよう知識を深めま
しょう。市民農園、家
庭菜園などで、食べ物
の循環を知り、環境に
優しい生活を心がけま
しょう。食材は必要以
上に買わないようにし
ましょう。 

地産地消運動の取り組
みを推進しましょう。
安心安全な農作物が地
域に提供できる仕組み
づくりや、地場産物を
活用した食材の開発で
地域の活性化を図りま
しょう。掛川の農業を
維持していきましょ
う。 

地場産野菜販売コーナ
ーの活用など地産地消
運動を推進しましょ
う。農業体験などを通
じて、安心安全な食品
や食の大切さを伝える
講座などを地域で開催
し、食への理解を深め
ましょう。生ごみの活
用方法などを地域で広
めていきましょう。 

 

評価指標 
当初値 

（H29） 
現状値 目標値 データ出典 

学校給食における地場産物を使用する

割合 
51.8％  55％以上 学務課調べ（Ｈ28） 

できるだけ地元の食材を使うようにし

ている割合（小４保護者） 
32.7％  40％以上 

学務課：食生活アンケート 

（小４）（Ｈ28） 

市民農園利用件数 229件  300件以上 掛川市統計年鑑（Ｈ28） 

生ごみ処理器普及推進数 H32調査予定  年500人以上 環境政策課調べ（Ｈ28） 
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５ 食文化の継承につなげる食育 
（目標）茶文化、行事食や伝統料理を次世代に伝えていきます！ 
（現状と課題） 

・若い世代ほど、緑茶を飲む機会が減っている。 
（取り組みのポイント） 

・掛川の茶文化、行事食や伝統料理を次世代に伝承していきましょう。 

行政、家庭、職場、地域が連携した取り組み 

行政 家庭 職場 地域 

・健康づくり食生活推
進協議会の活動支援 

・学校給食を活用した
茶文化・行事食・伝
統料理の伝承 

・緑茶効用の啓発、緑
茶毎日摂取の推進 

料理をする習慣をつけ
ましょう。行事食や伝
統料理を大切に、家庭
でも伝承していきまし
ょう。また、毎日緑茶
を飲む習慣も大切にし
ましょう。 

食品産業や飲食店で
は、行事食・伝統料理
を活用し、地域の食育
に貢献しましょう。職
場でお茶を飲む環境を
つくりましょう。 

料理教室などに進んで
参加し、伝統料理など
を学んでいきましょ
う。地域でのサロン活
動などで、緑茶、行事
食、伝統料理を提供
し、普及・伝承の場と
していきましょう。 

 

評価指標 
当初値 

（H29） 
現状値 目標値 データ出典 

健康づくり食生活推進協議会会員数 152人  160人以上※ 保健活動報告書（Ｈ28） 

食生活推進員による伝達講習会受講者

数 
1,428人  1,600人以上 保健活動報告書（Ｈ28） 

※16地区（ブロック）で活動、各々で活動を継続できる人材を確保したい。 
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～ 第３次かけがわ食育推進計画 ライフステージに応じた健康づくり ～ 

 １ 若い世代への食育 

 

２ 多様な暮らしに 

配慮した食育 

３ お達者市民に 

つながる食育 

４ 食の循環や 

環境を意識した食育 

５ 食文化の 

継承につなげる食育 

全
年
齢 

○１日３食、バランス

よく食べることを心

がけましょう。 

○家族や仲間と楽しく

食卓を囲む機会を増

やしましょう。 

○減塩を意識したバラ

ンスのよい食生活、

１日に両手３杯分の

野菜摂取を心がけま

しょう。 

○地場産物の活用を心

がけ、環境へも配慮

しましょう。 

○掛川の茶文化、行事

食や伝統料理を次世

代に伝承していきま

しょう。 

妊
娠
期 

○食の大切さに気づ

き、子育てにおける

食習慣の基盤づくり

を学びましょう。 

○友人同士で家やお店

などに集まって、気

がねなく食事をする

機会を持ちましょ

う。 

○地域や学校などの行

事に進んで参加し、

コミュニケーション

豊かな食体験ができ

るように心がけまし

ょう。 

○家族や仲間と食卓を

囲むことを大切に

し、食に関するマナ

ーや作法を学びまし

ょう。 

○食材本来の味を生か

した薄味で食べる習

慣を身につけましょ

う。 

○好き嫌いなく、何で

も食べましょう。 

○よく噛んで味わって

食べる習慣を身につ

けましょう。 

○食品表示などに関心

をもち、食品の安心

安全について学びま

しょう。 

○季節感を意識し、行

事食や伝統料理など

を楽しみましょう。 

○家庭に伝承されてい

る味を大切にしてい

きましょう。 

乳
児
期 

○見て、触って、味わ

って、よく噛んで、

自分で食べる力をは

ぐくみましょう。 

幼
児
期 

○お手伝いを通して、

料理をつくる楽しさ

を身につけましょ

う。 

学
童
期 ○朝食をとる習慣を継

続しましょう。 

○料理を作る技術と楽

しみを身につけまし

ょう。 

○給食を通じて、地場

産物に関心をもちま

しょう。 

○野菜などの栽培の体

験を通じて、食べ物

の循環を意識しまし

ょう。 

○家庭や地域や給食

で、茶文化、行事食

や伝統料理を学びま

しょう。また、地域

で行われている料理

教室に参加しましょ

う。 

○料理をする習慣を身

につけ、行事食や伝

統料理にも挑戦しま

しょう。 

思
春
期 

青
年
期 

○バランスのとれた食

事を自分で選択でき

るようにしましょ

う。 

○朝食が毎日摂れるよ

う、心がけましょ

う。 
○ご近所・友人・職場

の仲間同士などで、

家やお店などに集ま

って、気がねなく食

事をする機会を持ち

ましょう。 

○地域にいる様々な人

が集える共食の場

を、地域や企業、ボ

ランティア団体など

で作っていきましょ

う。 

○ワーク・ライフ・バ

ランスを意識し、家

族揃って食事をする

機会を増やしましょ

う。 

○減塩のために調味料

をかけ過ぎないよう

にしましょう。 

○野菜から食べること

を心がけましょう。 

○食品表示を見て、安

心安全な食品を選び

ましょう。 

○市民農園や家庭菜園

などで、農業体験を

し、食の循環を意識

していきましょう。 

○地場産野菜販売コー

ナーなどを活用し、

地産地消をすすめま

しょう。 

○食品ロスを削減する

と共に、生ごみの活

用方法を学びましょ

う。 

壮
年
期 

○育児期にあたる人

は、子どものために

成長・発育に配慮し

た食事を作るように

しましょう。 

○家庭や地域で食育の

担い手となり、次世

代を育てていきまし

ょう。 

○料理教室などに進ん

で参加しましょう。 

○地域のサロンなど

で、みんなで緑茶や

行事食を楽しみまし

ょう。 

○家庭や地域で、茶文

化、行事食や伝統料

理を伝えていきまし

ょう。 

中
年
期 

前
期 

高
齢
期 

○食事内容が偏らない

よう、いろいろな食

品を取るよう心がけ

ましょう。特に筋肉

の維持に大切な肉、

魚、豆、卵などのた

んぱく質が不足しな

いように気をつけま

しょう。 

後
期 

高
齢
期 
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 ２ 進行管理の考え方  

 

10年という長い期間で進める計画ですが、毎年「評価表」や「取り組み表」に沿った評価を行

い、健康づくり推進協議会、食育連絡会の中で、それぞれの計画の取り組みに対するご意見を募

り、事業の方向性を検討して参ります。 

 

（１）計画の進行管理 

 

進行管理については、計画に掲げている「行政」の取り組みについて、毎年進捗状況を把握し

ます。また、適宜、健康に関するアンケートを実施し、市民意識の変化や満足度を把握し、改善

につなげます。 

 

 

（２）中間評価 

 

2022年度には、中間評価を実施し、計画の方向性、評価数値等の見直しを行います。 

 

 

（３）計画見直し前の総合評価 

 

計画見直し前年度には、今回行ったようなアンケート調査を実施し、掛川市の健康課題につい

て再検討していく予定です。これは、協働しての取り組みの結果がどうであったかの検証や、新

たな課題をつかむためのアンケートとしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤黄緑 

三色たべて 

健康づくり 

お茶飲んで！ 

一日３回 

ほっこりタイム 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料編 
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掛川市の現状と課題を検討した際の資料です。 

グラフから読み取れた現状と、第１章に掲載した以外の資料をここに掲載しています。 

注：グラフは、小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計が 100.0％にならないことがあります。 

注：グラフ中の N値は、アンケートの回答者数です。 

 

 １ アンケート集計結果・データ集計結果  

 

●栄養・食生活 

★食事を自分で作る頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（中学２年生・高校２年生・一般市民） 

 

★毎日朝食を食べる人の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：健康づくり課 ３歳児健診アンケート（３歳児）、 

平成28年度小笠地区学校保健会アンケート結果（小学４年生・中学１年生）、 

平成28年健康づくりに関するアンケート調査（高校２年生・一般市民）  

97.1

95.5

92.7

75.7

69.3

73.9

79.5

83.6

93.5

94.6

0% 25% 50% 75% 100%

３歳児(N=339)

小学４年生(N=1,024)

中学１年生(N=1,056)

高校２年生(N=267)  

20歳代(N=88)

30歳代(N=119)

40歳代(N=117)

50歳代(N=140)

60歳代(N=217)

70歳以上(N=241)

50歳代(N=140)

中学２年生(N=290)

高校２年生(N=267)

20歳代(N=88)

30歳代(N=119)

40歳代(N=117)

60歳代(N=217)

70歳以上(N=241)

15.9 

37.0 

41.9 

42.9 

51.6 

44.4 

14.8

6.7

9.4

6.4

5.1

5.8

3.0 

6.8 

6.7 

9.4 

7.9 

4.6 

5.0 

6.6

8.2

9.1

11.8

6.8

12.1

5.1

7.1

25.5 

22.8 

14.8 

10.9 

10.3 

10.0 

5.5 

5.0 

62.8

62.9

38.6

26.9

21.4

20.7

27.2

30.7

0% 25% 50% 75% 100%

毎日 週５～６日 週３～４日

週１～２日 月１～３日 ほとんどしない

無回答
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★行事食（地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（一般市民） 

 

 

 

★外食や食品購入の際、表示を参考にするか（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（一般市民） 

  

58.0 

68.1 

73.5 

74.3 

82.9 

85.5 

42.0 

31.1 

25.6 

24.3 

17.1 

11.6 

0.8 

0.9 

1.4 

2.9 

0% 25% 50% 75% 100%

20歳代(N=88)

30歳代(N=119)

40歳代(N=117)

50歳代(N=140)

60歳代(N=217)

70歳以上(N=241)

参考にしている 参考にしていない 無回答

南部大須賀地区

(N=187)

東部地区(N=201)

中部地区(N=169)

西部地区(N=187)

南部大東地区
(N=166)

20.4

14.2

16.6

19.9

22.5

30.3

35.5

35.3

34.3

41.2

33.8 

32.0 

27.8 

33.7 

19.8 

14.4 

17.8 

19.8 

10.8 

15.5 

1.0 

0.6 

0.5 

1.2 

1.1 

0% 25% 50% 75% 100%

よく行っている ときどき行っている たまに行っている

行っていない 無回答
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★保育園・幼稚園での食育実施状況 

 

今年度園児を対象とした栄養教育を実施した 

 

 

 

 

 

 

 

今年度保護者を対象とした栄養教育を実施した 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年幼保食育アンケート 

幼児の保育、教育にたずさわるほとんどの園で、食育が行われています。 

 

 

 

★園児の食事で気になっていること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※26園による複数回答 

資料：平成28年幼保食育アンケート 

子どもたちは、食事に関する様々な問題を抱えています。 

 

21

20

18

15

14

10

9

6

0 5 10 15 20 25

食具の使い方

よく噛まない

食事のマナー

食べるのに時間がかかる

好き嫌いが多い

食べることに興味がない

朝食を食べない

食欲がない

（園） 

92.0 8.0 

0% 25% 50% 75% 100%

保護者教育(N=26)

はい いいえ

85.0 15.0 

0% 25% 50% 75% 100%

園児教育(N=26)

はい いいえ
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★夕飯を家族と一緒に食べる頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（一般市民） 

県データ 平成28年度健康に関する県民意識調査 

夕食を家族と一緒にほとんど毎日食べる人が県に比べて多いです。 

 

★野菜や果物などの栽培経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査 

（５歳児保護者・小学５年生児童保護者・中学２年生・高校２年生・一般市民） 

野菜や果物などの栽培経験は50代、60代が一番少なくなっています。市民農園も活用されていま

す。 

61.7

55.8

10.2

9.5

12.2 

14.0 

3.6

4.6

11.9

11.7

0.4

4.4

0% 25% 50% 75% 100%

一般(N=927)

県(N=3,002)

ほとんど毎日

週４～５日

週２～３日

週１日程度

ほとんどない（ひとり暮らしも含む）

無回答

96.7 

91.3 

85.2 

81.3 

68.2 

48.7 

37.6 

15.0 

5.5 

39.2

38.5

16.9

12.7

13.6

32.8

34.2

42.9

42.4

43.2

17.9 

13.5 

14.1 

12.7 

11.4 

14.3 

6.8 

10.0 

17.5 

23.7 

4.6

7.1

7.9 

7.9 

14.8 

16.8 

23.9 

35.7 

30.0 

22.8 

0% 40% 80% 120% 160%

５歳児(N=212)

小学５年生(N=288)

中学２年生(N=290)

高校２年生(N=267)

20歳代(N=88)

30歳代(N=119)

40歳代(N=117)

50歳代(N=140)

60歳代(N=217)

70歳以上(N=241)

幼稚園・保育所・学校等で経験している

家庭菜園や市民農園を借りて経験している

農家（自宅または親戚）のため、日常的に経験している

その他

経験はなし

無回答
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★学校給食における地場産品（市内産）を使用する割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：学務課 

 

 

 

★緑茶摂取頻度（ペットボトル等も含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査 

（５歳児保護者・小学５年生児童保護者・中学２年生・高校２年生・一般市民） 

 

若い世代ほど、緑茶を飲む機会が減っています。 

  

56.7

51.8

0% 25% 50% 75%

平成23年

平成28年

42.0 

37.5 

44.8 

40.8 

43.2 

42.0 

47.9 

62.9 

66.4 

75.5 

8.5 

11.1 

12.1 

15.0 

11.4 

14.3 

7.7 

9.3 

8.3 

2.1 

8.5

8.7

12.1

15.7

12.5

17.6

7.7

8.6

6.9

3.3

10.8 

15.3 

12.4 

10.9 

6.8 

5.0 

10.3 

5.0 

7.8 

7.1 

10.4

9.7

8.3

6.7

9.1

5.9

13.7

6.4

4.6

3.7

19.8 

17.4 

9.3 

10.5 

17.0 

15.1 

12.0 

7.9 

5.5 

6.2 

0.3 

1.0 

0.4 

0.9 

0.5 

2.1 

0% 25% 50% 75% 100%

５歳児(N=212)

小学５年生(N=288)

中学２年生(N=290)

高校２年生(N=267)

20歳代(N=88)

30歳代(N=119)

40歳代(N=117)

50歳代(N=140)

60歳代(N=217)

70歳以上(N=241)

毎日 週５～６日 週３～４日

週１～２日 月１～３日 ほとんど飲まない

無回答
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★掛川市内の市民農園開設状況 

№ 名称 所在地 開設方式 開設者 管理者 所在地 
開設 

年月日 

規模

(㎡) 

区画

数 

利用

数 
備考 

1 

東部 

ふれあい

農園 

大渕(浜) 
特定農地

貸付 
掛川市 

大須賀 

地区老人 

クラブ 

大渕4425 H4.6.29 487 1 1 
老人クラブ員専用

無料 

2 
のうえん

「浜砂」 
沖之須 

農園利用

方式 

管理 

組合 

管理 

組合 

沖之須

2470外 
H14.4.14 5,621 50 50 

1区画あたり 

平均42㎡ 

2,500円 

3 光陽の里 水垂 
農園利用

方式 

管理 

組合 

管理 

組合 

光陽 

56外 
H17.1.1 75,586 60 48 

大小区画有り 

1,000㎡あたり 

約15,000円 

(水道代等別にあ

り)有機栽培限定 

4 やさい畑 倉真 
農園利用

方式 
個人 個人 倉真3511 H20.10.1 1,600 12 9 

1区画あたり 

平均40坪 

5,000円 

5 

原谷 

ふれあい

農園 

あんり 

本郷 
農園利用

方式 
個人 

原谷 

地域塾 

本郷 

597 

598 

H21.3.1 3,987 56 56 

1区画あたり 

平均36㎡ 

5,000円 

6 

初馬 

ふれあい

農園 

初馬 
農園利用

方式 
個人 

初馬 

ふれあい

農園運営 

委員会 

初馬

1517-3外 
H21.4.1 2,748 46 45 

1区画あたり 

平均50㎡ 

5,000円 

７ 
すくすく

農園 
桜木 

農園利用

方式 
個人 個人 

富部 

601外 
H25.3.1 1,768 32  

1区画あたり 

平均30㎡ 

3,000円 

 計７か所       54,953 265 229  

資料：市民農園一覧（掛川市ＨＰ 平成29年12月） 
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★ふだん食塩のとりすぎに気をつけていますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成25年度静岡県における高齢者実態調査 

 

男女ともふだん食塩の取り過ぎに気を付けている人が男性56.8％、女性77.4％と少なくなっていま

す。 

 

男性 (N=1,023)

女性 (N=1,012)

男性 (N=313)

女性 (N=299)

男性 (N=1,823)

女性 (N=1,726)

男性 (N=349)

女性 (N=336)

男性 (N=535)

女性 (N=501)

男性 (N=1,109)

女性 (N=1,075)

男性 (N=1,118)

女性 (N=1,087)

男性 (N=1,474)

女性 (N=1,423)

男性 (N=185)

女性 (N=190)

男性 (N=7,744)

女性 (N=7,459)

賀茂

熱海伊東

駿東田方

富士

県

静岡

志田榛原

中東遠

西部

掛川市

57.7 

77.8 

64.0 

80.1 

60.5 

78.7 

66.4 

77.3 

63.1 

72.1 

57.7 

78.4 

58.8 

77.4 

60.2 

78.9 

56.8 

77.4 

61.0 

77.2 

42.3 

22.2 

36.0 

19.9 

39.5 

21.3 

33.6 

22.7 

36.9 

27.9 

42.3 

21.6 

41.2 

22.6 

39.8 

21.1 

43.2 

22.6 

39.0 

22.8 

0% 25% 50% 75% 100%

気を付けている 気にしていない
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●身体活動・運動 

 

★週１回スポーツ・レクリエーションをしている割合 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年市民意識調査 

 

 

★１日１時間以上の運動頻度（児童・生徒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（小学５年生児童保護者・中学２年生・高校２年生） 

 

１日１時間以上の運動を週３回以上行っている人は中学生・高校生が多くなっています。 

 

10.1

23.8

48.7

31.9 

61.0 

28.8 

35.1

6.9

9.4

6.6

4.1

4.1

16.3

3.1

8.6

1.0 

0.4 

0% 25% 50% 75% 100%

小学５年生

(N=288)

中学２年生

(N=290)

高校２年生

(N=267)

毎日 週３～６日 週１～２日 月１～２日

していない 無回答

33.9 64.2 1.9

0% 25% 50% 75% 100%

全体（N=1,198）

している していない 無回答
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★運動の種類（年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（一般市民） 

 

年代により、継続しやすい運動が違います。 

  

球技（野球・サッカー・バスケット

ボールなど）

その他

無回答

ウォーキング（ゆっくり）

ウォーキング（早足）

ジョギング

体操・ストレッチ・ヨガ

筋力トレーニング

水泳（水中ウォーキング）

33.3 

15.2 

9.1 

21.2 

21.2 

3.0 

24.2 

21.2 

6.1 

43.9 

17.1 

31.7 

19.5 

22.0 

4.9 

7.3 

14.6 

0.0 

24.3 

16.2 

21.6 

5.4 

8.1 

5.4 

8.1 

21.6 

5.4 

27.9 

24.6 

9.8 

19.7 

16.4 

4.9 

16.4 

24.6 

3.3 

35.0 

27.4 

1.7 

22.2 

15.4 

9.4 

7.7 

21.4 

6.8 

39.6

21.6

1.4

23.7

12.2

0.7

19.4

20.9

6.5

0% 20% 40% 60%

20歳代(N=33)

30歳代(N=41)

40歳代(N=37)

50歳代(N=61)

60歳代(N=117)

70歳以上(N=139)
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●休養・こころ 

 

★就寝時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（一般市民） 

 

大人は、３交代の勤務の方もあり、生活時間がまちまちになっています。 

 

 

 

★こころに不調をきたした場合、病院を受診するか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（一般市民） 

 

こころに不調をきたした場合でも、受診されないと回答されて方が２割くらいいます。 

 

13.6 

4.4 

0.5 0.3 0.4 0.1 0.2 0.5 
2.0 

7.7 7.0 

3.6 

0.1 0.1 
1.0 

2.3 

10.4 

18.2 

26.4 

1.1 
0%

10%

20%

30%

０

時

台

１

時

台

２

時

台

３

時

台

４

時

台

５

時

台

６

時

台

７

時

台

８

時

台

９

時

台

10

時

台

11

時

台

12

時

台

13

時

台

14

時

台

15

時

台

16

時

台

17

時

台

18

時

台

19

時

台

20

時

台

21

時

台

22

時

台

23

時

台

無

回

答

一般(N=927）

75.6

71.2

19.9

25.5

4.4

3.3

0% 25% 50% 75% 100%

男性(N=427）

女性(N=490）

受診する 受診しない 無回答
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★ストレスチェック実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（企業） 

 

多くの企業でストレスチェックが実施されています。 

 

 

 

★メンタルヘルス不調者に対する相談窓口の設置状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（企業） 

 

メンタルヘルス不調者に対する相談窓口を設置していない企業もあります。 

 

 

 

  

実施している

これから実施する

従業員50人以上だが、実施していない

従業員50人以下なので、実施していな
い

制度について知らなかった

42.3 

33.8 

0.0 

21.1 

2.8 

0% 20% 40% 60%

N=71

社内で運用する相談窓口を設置して

いる

会社が契約する社外の相談窓口を設

置している

健保等保険者が運用する相談窓口を
設置している

その他

窓口は設置していない

45.1 

39.4 

18.3 

1.4 

32.4 

0% 20% 40% 60%

N=71
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●たばこ・アルコール 

 

 

★事業所または主要事業所内の禁煙状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（企業） 

 

企業では、喫煙制限を設けていない所はありませんでした。 

 

 

 

★飲酒の頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（一般） 

 

毎日の飲酒習慣のある人は16.1％となっています。 

  

16.1 5.8 5.8 8.0 10.7 52.1 1.5

0% 25% 50% 75% 100%

N=927

毎日 週５～６日

週３～４日 週１～２日

月１～３日 ほとんど飲まない（飲めない）

無回答

全面禁煙（社内においては喫煙不
可）

完全分煙（適切な喚起がされている

喫煙場所がある、または屋外に喫煙
所がある）

不完全分煙（屋内に適切な換気がさ
れていない喫煙場所がある）

時間制禁煙（決められた時間に指定
場所での喫煙が可能）

特に喫煙制限は設けていない

11.3 

67.6 

8.5 

12.7 

0.0 

0% 25% 50% 75%

N=71
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●歯科 

 

★う歯の状況（平成28年度）小学校 ★う歯の状況（平成28年度）中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：小笠地区学校保健会養護教諭部 

 

むし歯をもつ子が県などと比較して多くなっています。 

 

 

★歯ぐきの状態について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（一般） 

 

歯周病の症状は、3回以上磨く人の方が歯ぐきが下がるような症状も見られます。 

※DMFTとは：むし歯を経験した歯の数のことをいいます。 

ときどき磨かないことがある(N=15)

磨いていない(N=7)

３回以上(N=293)

２回(N=458)

１回(N=145)

13.3

17.9

24.1

53.3

14.3

25.3 

24.5 

19.3 

40.0 

14.3 

0% 20% 40% 60%

歯を磨いた時に血が出る

歯ぐきが下がって歯の根が出ている

5.4

4.7

0.25 

0.23 

0 5 10 15

掛川市

小笠地区

未処置者率 DMFT平均

13.1

12.4

1.13

1.1

0 5 10 15

掛川市

小笠地区

未処置者率 DMFT平均DMFT※平均 
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★成人歯科検診受診状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：健康づくり課 保健活動報告書 

成人歯科検診の受診者が138人と少なくなっています。 

 

 

 

★平成28年度成人歯科検診 受診者の年齢構成 ★平成28年度成人歯科検診 健診結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：健康づくり課 保健活動報告書 

141 132

159
138

0人

60人

120人

180人

平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

40歳

107人

50歳

14人

60歳

15人

70歳

2人

N=138

異常なし

11人

要指導

28人

要精密

99人

N=138
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●こどもの健康をとりまく環境 

 

★「ここ数か月の間にご家庭で以下のことがありましたか」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年 ４か月児健診アンケート集計（健康づくり課） 

 

４か月児健診時のアンケートで、「感情的な言葉で怒鳴った」などの回答がありました。 

 

 

★１歳６か月児異常ありの内訳経年推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：１歳６か月児健診 県報告（健康づくり課） 

 

1歳６か月児健診でのフォロー率が上がっています。ことばの遅れや孤立した育児による親の負担が

目立っています。 

419 359
227

67

403

336

247

86

460

367

226

78

1,282 

1,062 

700 

231 

67 35 25 9 5 4 4 3 1 1 1 0 0 0 0 
0件

500件

1,000件

1,500件

精
神
発
達
遅
滞

言
語
遅
滞
・
言
語
障
害

育
児

身
体
発
育
不
良

肥
満

運
動
発
達
遅
滞

受
診
状
況

眼
の
疾
病

皮
膚
疾
病
異
常

四
股
異
常

耳
鼻
咽
喉
疾
病

心
雑
音
あ
り

腹
部
異
常

停
留
睾
丸

頭
囲
大

胸
郭
異
常

大
泉
門
開
放

斜
頸

血
液
疾
患

平成26年 平成27年 平成28年

N=506 

5.3%

0.6%

0.6%

0.4%

0.2%

0.2%

0.0%

0% 2% 4% 6%

感情的な言葉で怒鳴った

子どもの口をふさいだ

乳幼児だけを家に残して外出した

しつけのし過ぎがあった

長時間食事を与えなかった

感情的に叩いた

子どもを激しく揺さぶった
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★ゲームやインターネットをする時間（１日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査 

（５歳児保護者・小学５年生児童保護者・中学２年生・高校２年生・一般市民） 

 

★テレビやＤＶＤなどを見る時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査 

（５歳児保護者・小学５年生児童保護者・中学２年生・高校２年生・一般市民） 

ゲームやインターネットなどをする時間、テレビやＤＶＤなどを見る時間は、中学生ぐらいから長

時間の使用が増えています。 

 

6.6

14.5

34.5

28.4

10.1

7.7

3.6

4.7

13.2

22.4

25.5

27.3

15.1

10.3

7.9

3.7

13.7 

33.0 

24.8 

28.1 

26.1 

39.5 

20.5 

14.3 

6.9 

5.4 

15.1 

21.9 

20.3 

9.4 

11.4 

18.5 

26.5 

20.7 

14.7 

8.7 

20.8 

15.3 

11.7 

4.5 

13.4 

24.8 

30.0 

21.2 

10.8 

44.8 

9.0 

5.5 

10.3 

22.9 

50.7 

66.8 

3.2 

0% 25% 50% 75% 100%

５歳児(N=212)

小学５年生(N=288)

中学２年生(N=290)

高校２年生(N=267)

20歳代(N=88)

30歳代(N=119)

40歳代(N=117)

50歳代(N=140)

60歳代(N=217)

70歳以上(N=241)

３時間以上 ２時間以上３時間未満 １時間以上２時間未満

30分以上１時間未満 30分未満 やらない

無回答

6.1 

6.9 

19.7 

7.5 

26.1 

15.1 

16.2 

21.4 

44.7 

42.7 

20.3 

22.2 

21.0 

20.6 

20.5 

26.9 

21.4 

35.0 

32.7 

29.9 

44.3 

43.1 

34.1 

29.2 

28.4 

34.5 

35.9 

30.0 

14.3 

15.4 

23.6 

20.1 

15.2 

20.6 

13.6 

10.9 

15.4 

8.6 

5.4 

4.2 

5.2 

5.5 

12.4 

8.0 

9.2 

6.0 

3.6 

3.8 

9.0 

3.4 

5.1 

0% 25% 50% 75% 100%

５歳児(N=212)

小学５年生(N=288)

中学２年生(N=290)

高校２年生(N=267)

20歳代(N=88)

30歳代(N=119)

40歳代(N=117)

50歳代(N=140)

60歳代(N=217)

70歳以上(N=241)

３時間以上 ２時間以上３時間未満 １時間以上２時間未満

30分以上１時間未満 30分未満 見ない

無回答
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★中学生の体格 

 

男子生徒 身長（cm） 

 

 

 

 

 

 

 

男子生徒 体重（kg） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子生徒 身長（cm） 

 

 

 

 

 

 

 

 

女子生徒 体重（kg） 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：小笠地区学校保健会 養護教諭部 

国、県と比べ、中学生の体位はやや小さくなっています。 

152.6 

159.8 

165.1 

151.4 

159.5 

164.6 

152.2 

159.4 

164.9 

140cm

150cm

160cm

170cm

180cm

１年 ２年 ３年

全国平均（平成27年度） 県平均（平成27年度） 掛川地区平均

151.8 
154.9 

156.5 

151.4 
154.5 

156.0 

151.7 
154.7 

156.3 

140cm

150cm

160cm

170cm

１年 ２年 ３年

全国平均（平成27年度） 県平均（平成27年度） 掛川地区平均

43.9 

48.8 

53.9 

42.4 

48.0 

53.1 

43.1

47.6

53.5

30kg

40kg

50kg

60kg

１年 ２年 ３年

全国平均（平成27年度） 県平均（平成27年度） 掛川地区平均

43.6 
47.3 

49.9 

43.4 
46.6 

49.5 

43.7 
46.3 

49.4 

30kg

40kg

50kg

60kg

１年 ２年 ３年

全国平均（平成27年度） 県平均（平成27年度） 掛川地区平均



∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽  92  ∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

 

★るいそう及び肥満の児童・生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：小笠地区学校保健会 養護教諭部 

 

 

 

★未熟児養育医療申請状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：健康づくり課 

 

未熟児が県に比べやや多くなっています。 

0.1 

4.8 

0.0 
1.0 

0%

2%

4%

6%

8%

10%

-30％以下 -20～-29.9％

中学生(N=3,205) 小学生(N=6,496)

4.1 

2.5 

0.8 

4.0 

2.7 

0.7 

20～30％未満 30～50％未満 50％以上

るいそう 肥満 

2.16

2.45

2.933.04

2.31 2.29

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

平成25年度 平成26年度 平成27年度

掛川市 県
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★自分の体型をどう思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（高校２年生・一般市民） 

○BMIが低く、低体重だが、太っていると認識している若い女性がみられます。 

 

 

★ダイエットの経験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（高校２年生・一般市民）  

6.9 

2.0 

20.0 

60.3 

21.4 

10.0 

38.5 

27.6 

40.0 

23.1 

32.8 

49.0 

30.0 

38.5 

0% 25% 50% 75% 100%

高校生（N=58)

一 般(N=98)

20代女性(N=10)

30代女性(N=13)

太っている やや太っている ふつう

やややせている やせている 無回答

Ｂ
Ｍ
Ｉ
低
体
重 

35.9 

5.0 

15.2 

4.7 

26.4 

27.3 

34.9 

55.4 

52.6 

48.5 

48.8 

11.9 

9.1 

11.6 

7.7 

3.9 

1.0 

0.3 

0% 25% 50% 75% 100%

高校生（N=195)

一 般(N=664)

20代女性(N=10)

30代女性(N=13)

Ｂ
Ｍ
Ｉ
普
通
体
重 

Ｂ
Ｍ
Ｉ
低
体
重 

3.4 

3.1 

10.0 

7.7 

13.8

28.6 

20.0 

61.5 

0% 30% 60% 90%

高校生（N=58)

一 般(N=98)

20代女性(N=10)

30代女性(N=13)

現在している 以前したことがあるが、現在はしていない

Ｂ
Ｍ
Ｉ
普
通
体
重 

12.3 

8.6 

12.1 

25.6 

16.9

28.9 

51.5 

51.2 

0% 30% 60% 90%

高校生（N=195)

一 般(N=664)

20代女性(N=33)

30代女性(N=43)

現在している 以前したことがあるが、現在はしていない
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●健診等の状況 

 

★平成27年度HbA1c5.6以上の人の割合 ★平成27年度 HDLコレステロール 

国県比較（総数） 40未満の方の割合 国県比較（総数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成27年度特定健診結果 

糖尿病の指標である、HbA1c5.6以上の人が国、県に比べ高くなっています。 

HDLコレステロール40未満の人が国、県に比べ少し多くなっています。 

 

 

★企業における子宮がん・乳がん検診（婦人科検診）の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（企業） 

婦人科検診を実施している企業は４割程度で少なくなっています。働く女性が受けやすい検診を提

供していく必要があります。 

62.4

58.6

54.5

0% 25% 50% 75%

掛川市

県

国

4.9

4.8

4.8

0% 4% 8% 12%

掛川市

県

国

42.3

39.4

57.7

60.6

0% 25% 50% 75% 100%

乳がん(N=71)

子宮頸がん

(N=71)

実施している 実施していない 無回答
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★過去１年間に健康診断を受けたか 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（一般） 

健診を受けていると回答した方は７割以上あります。 

 

 

★健康診断を受けていない理由（健診を受けていないと答えた人のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（一般） 

健診を受けていない理由の１番は、すでに通院していることでした。 

無回答

受け方がわからない

健康なので受診する必要がない

妊産婦健診や歯科健診、がん検診を
受けた

結果が不安

その他

特にない

通院（病院や診療所で検査や治療な
ど）している

費用がかかる

病院や診療所で行う診療として検査
した

家事や育児や介護で忙しい

仕事が忙しい

毎年受ける必要性を感じない

33.3 

14.6 

11.3 

11.3 

9.4 

9.4 

7.5 

7.5 

6.6 

5.2 

5.6 

12.7 

0.9 

0% 15% 30% 45%

N=213

73.2 23.0 3.8

0% 25% 50% 75% 100%

N=927

受けた 受けていない 無回答
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★「かかりつけ医」の有無 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（一般） 

 

かかりつけ医を持っていると答えた方は、6割でした。 

 

 

 

★妊娠中、仕事を続けることに対して職場から配慮されたか 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年 ４か月児健診アンケート集計（健康づくり課） 

 

妊娠中に仕事を続けることに対して、職場から配慮されなかったと回答された方が１割ありまし

た。 

 

 

★マタニティマークを利用したか 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年 ４か月児健診アンケート集計（健康づくり課） 

マタニティマークの利用も６割弱にとどまっています。  

60.5 37.3 2.2

0% 25% 50% 75% 100%

N=927

持っている 持っていない 無回答

90.0 10.0 

0% 25% 50% 75% 100%

N=299

はい いいえ

58.0 42.0 

0% 25% 50% 75% 100%

N=501

利用した したことがない
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●地域活動の状況 

 

 

★地域社会活動などを行っているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成28年健康づくりに関するアンケート調査（一般） 

 

地域社会活動を行っていないと回答された方が４割以上ありました。 

 

地域社会活動（町内会、地域行事な

ど）を行っている

ボランティア活動を行っている

趣味やお稽古事などを行っている

いずれも行っていない

無回答

35.4 

9.0 

22.7 

45.1 

2.6 

0% 20% 40% 60%

N=927
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 ２ 平成29年度 掛川市健康増進計画・食育推進計画策定委員会委員名簿  

 

 

顧 問 尾島 俊之 浜松医科大学 健康社会医学教授 

   
区分 委員名 所属等 

１ 委員 松井 三郎 掛川市長 

２ 委員 加藤 進 小笠医師会会長 

３ 委員 松本 均 掛川市議会文教厚生委員長 

４ 委員 宮地 正彦 中東遠総合医療センター企業長 

５ 委員 三浦 菜美子 小笠掛川歯科医師会 

６ 委員 横山 敦 小笠袋井薬剤師会会長 

７ 委員 安間 剛 静岡県西部保健所所長 

８ 委員 髙安 郁子 保健活動推進委員会会長 

９ 委員 栗田 京子 健康づくり食生活推進協議会副会長 

10 委員 瀬崎 博 掛川市区長会連合会副会長 

11 委員 大村 哲久 掛川市まちづくり協議会連絡会副会長 

12 委員 大谷 美佳 社会教育委員 

13 委員 松下 文子 シニアクラブ掛川 

14 委員 西川 恵子 掛川市体育協会 

15 委員 水野 幸雄 掛川市社会福祉協議会会長 

16 委員 栗田 直代士 かけがわ健康づくり実践事業所認定企業 

17 委員 守屋 治代 東京女子医科大学看護学部教授 

18 委員 近藤 今子 中部大学応用生物学部食品衛生学科教授 

19 委員 深谷 富彦 健康福祉部長 
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 ３ 平成29年度 掛川市健康増進計画・食育推進計画策定庁内ワーキング名簿  

 

 

 

 

区分 氏名 役職等 備考 

１ 委員 山田 京子 企画政策課地域創生戦略室長  

２ 委員 道田 佳浩 生涯学習協働推進課協働推進室長  

３ 委員 三浦 謙二 福祉課主幹兼障がい支援係長、500人サポート推進室長  

４ 委員 高柳 由美 国保年金課主幹  

５ 委員 藤田 明宏 健康長寿課主幹兼高齢者政策係長  

６ 委員 中山 亜里 健康長寿課予防支援係 保健師 

７ 委員 平川 歩 地域医療推進課中部ふくしあ所長 保健師 

８ 委員 原田 知子 地域医療推進課西部ふくしあ所長 保健師 

９ 委員 沢崎 知加子 こども希望課主幹兼こども育成係長  

10 委員 尾崎 和宏 産業労働政策課商業振興係長  

11 委員 大石 守 農林課主幹兼農産係長  

12 委員 赤堀 純久 お茶振興課お茶振興係長  

13 委員 松浦 裕美子 学務課こうようの丘所長 栄養士 

14 委員 田中 浩美 学校教育課主席指導主事兼指導係長  

15 委員 水谷 忠史 社会教育課社会教育係長  

16 委員 富田 徹 スポーツ振興課スポーツ振興係長  

17 委員 石山 和史 環境政策課ごみ減量推進係長  

 

 

【事務局】 

 氏名 役職等 備考 

１ 今駒 敏雄 健康づくり課長  

２ 岩附 美恵子 健康福祉部参事兼健康統括官 保健師 

３ 平井 幸子 健康づくり課主幹兼特定健診係長 保健師 

４ 桑高 裕子 健康づくり課成人保健係長 保健師 

５ 松永 都 健康づくり課母子保健係長 保健師 

６ 佐藤 亜紀子 健康づくり課健康企画係長 保健師 

７ 前川 沙野佳 健康づくり課成人保健係 栄養士 

８ 竹澤 いずみ 健康づくり課母子保健係 栄養士 

９ 角皆 ゆみ 健康づくり課健康企画係  

10 櫻井 郁美 健康づくり課健康企画係 保健師 

 





 

 

 


